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市の人口　50,670人
・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男 24,864人（25,153人） 世帯数 20,181世帯
・女 25,491人（25,669人） （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,683人

・男 24,908人（25,263人） 世帯数 21,040世帯
・女 25,775人（26,001人） （21,250世帯）

3月 31日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

4.25『春眠不覚暁』
（4月18日・大瀬橋付近にて）
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１
・
立
地
可
能
性
調
査
の
経
緯

平
成
12
年
６
月

・『
原
子
炉
等
規
制
法
』
の
一
部
改
正
施
行
（
原
子
力
発
電

所
の
敷
地
外
に
お
い
て
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
が
可
能
と
な
る
）

平
成
12
年
11
月

・
む
つ
市
よ
り
、『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』
立

地
に
係
わ
る
技
術
調
査
の
依
頼

平
成
12
年
12
月

・
当
社
よ
り
、『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』
立
地

に
係
わ
る
技
術
調
査
（
立
地
可
能
性
調
査
）
の
実
施
を
回

答
平
成
13
年
１
月

・
関
根
浜
港
周
辺
地
域
の
文
献
調
査
開
始

・
む
つ
市
内
に
『
む
つ
調
査
所
』
を
開
設

平
成
13
年
４
月

・
同
地
域
で
現
地
調
査
を
開
始

平
成
13
年
７
月
・
第
１
回
状
況
報
告

平
成
13
年
12
月
・
第
２
回
状
況
報
告

平
成
14
年
２
月
・
第
３
回
状
況
報
告

平
成
14
年
４
月

・
立
地
可
能
性
調
査
中
間
報
告
書
を
提
出

平
成
15
年
３
月

・
立
地
可
能
性
調
査
を
完
了

　
２
・
立
地
可
能
性
調
査
の
概
要

　『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』
の
立
地
可
能
性
調

査
は
、
関
根
浜
港
周
辺
地
域
（
以
下
当
該
地
域
と
記
す
）
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
項
目
と
し
ま
し
て
は
、『
気
象
』『
地
盤
』『
水
理
』

『
地
震
』『
社
会
環
境
（
文
献
調
査
の
み
）
』『
そ
の
他
（
動
植
物
、

景
観
な
ど
）
』
の
６
項
目
と
し
、
平
成
15
年
３
月
を
も
っ
て
完

了
し
ま
し
た
。

　
３
・
立
地
可
能
性
調
査
の
結
果

（
１
）
気
象
に
関
す
る
調
査

○
む
つ
市
周
辺
の
気
象
お
よ
び
最
寄
り
の
気
象
観
測
所
な

ど
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
文
献
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
川
目
地
内
で
気
温
、
湿
度
、
降
水
量
、
積
雪

を
観
測
し
ま
し
た
。

◎
文
献
調
査
お
よ
び
現
地
観
測
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
極
端

な
低
温
・
高
温
、
乾
燥
・
多
湿
、
豪
雨
雪
な
ど
は
み
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
を
立
地
す
る
う
え
で
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
２
）
地
盤
に
関
す
る
調
査

○
文
献
に
よ
れ
ば
、
関
根
浜
港
を
中
心
と
す
る
半
径
30
㎞
の
範

囲
（
注
１
）（
原
子
炉
施
設
を
設
置
す
る
際
に
実
施
す
る
調
査
範
囲
）

に

は
、
施
設
の
立
地
に
支
障
と
な
る
活
断
層
（
注
２
）

は
み
ら
れ

ひ
う
ち
だ
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
恐
山
と
む
つ
燧
岳
の
火
山
活
動
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
主
活
動
時
期
を
過
ぎ
て
お
り
、
お
よ
そ
10
万

年
前
以
降
、
大
き
な
規
模
の
活
動
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
陸
域
に
お
い
て
実
施
し
た
『
地
表
地
質
調
査
』
の
結
果
、

近
く
に
分
布
す
る
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
（
注
３
）
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
活
断
層
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
海
域
に
お
い
て
実
施
し
た
『
海
上
音
波
探
査
』
の
結
果
、

い
ず
れ
の
断
面
に
お
い
て
も
、
各
地
層
内
に
断
層
を
示
唆

す
る
よ
う
な
変
位
や
変
形
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
『
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
』
の
結
果
、
各
地
層
は
連
続
し
水

平
に
堆
積
し
て
お
り
、
大
き
な
変
位
や
変
形
が
な
い
地

層
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
前
記
調
査
の
結
果
、
当
該
地
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
、

施
設
の
立
地
に
支
障
と
な
る
活
断
層
は
な
い
も
の
と
判

断
し
ま
し
た
。

○
現
地
に
て
地
盤
の
硬
さ
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
試
験

を
実
施
し
、
施
設
の
支
持
層
と
な
り
得
る
地
層
を
深
さ

40
〜
50
ｍ
以
深
で
確
認
し
ま
し
た
。

◎
こ
れ
ら
の
文
献
調
査
お
よ
び
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、

施
設
を
立
地
す
る
う
え
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　平成15年４月３日付けで、『立地可能性調査』について東京電力株式会社より報告が

ありましたので、その概要をお知らせします。

燃料備蓄センター』
可能性調査報告書（概要版）
燃料備蓄センター』
可能性調査報告書（概要版）
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（
注
１
）
半
径
30
㎞
の
範
囲
：
原
子
力
発
電
所
の
地
質
、
地
盤
に
関
す
る
安

全
審
査
の
手
引
き
に
よ
れ
ば
、
敷
地
の
中
心
か
ら
少
な
く
と
も
半
径
30

㎞
の
範
囲
に
つ
い
て
の
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
注
２
）
活
断
層
：
第
四
紀
に
繰
り
返
し
活
動
し
た
断
層
。
発
電
用
原
子
炉

施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
で
は
、
５
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で

に
活
動
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
基
準
と
し
て
い
る
。

（
注
３
）リ
ニ
ア
メ
ン
ト
：
地
形
図
や
空
中
写
真
な
ど
に
お
い
て
判
読
で
き

る
直
線
状
の
地
形
。
地
下
の
地
質
や
断
層
な
ど
の
地
質
構
造
は
、
直
線

状
の
地
形
と
な
っ
て
、
地
上
に
現
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

（
３
）
水
理
に
関
す
る
調
査

○
文
献
に
よ
れ
ば
、
当
該
地
域
の
河
川
は
、
洪
水
時
に
お

い
て
周
辺
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
文
献
お
よ
び
当
該
地
域
の
地
形
状
況
か
ら
み
て
、
津
波

は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
当
該
地
域
の
河
川
お
よ
び
表
流
水
の
状
況
に
つ
い
て
の

確
認
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
掘
削
し
た
ボ
ー

リ
ン
グ
孔
を
利
用
し
て
、
地
下
水
位
を
観
測
し
ま
し
た
。

◎
河
川
の
洪
水
、
津
波
に
よ
る
影
響
な
ど
の
状
況
か
ら
み

て
、
施
設
を
立
地
す
る
う
え
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
４
）
地
震
に
関
す
る
調
査

○
文
献
に
よ
れ
ば
、
過
去
に
、
当
該
地
域
で
震
度
６
以
上

の
揺
れ
を
も
た
ら
し
た
地
震
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
『
地
震
観
測
』
の
結
果
、
地
表
付
近
で
大
き
く
揺
れ
が

増
幅
さ
れ
る
よ
う
な
傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
『
弾
性
波
探
査
』
の
結
果
、
地
下
500
ｍ
程
度
ま
で
、
各

地
層
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
水
平
に
広
が
っ
て

お
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
と
整
合
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

◎
過
去
お
よ
び
現
在
の
地
震
時
の
揺
れ
の
傾
向
な
ど
か
ら

み
て
、
施
設
を
立
地
す
る
う
え
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
５
）
社
会
環
境
に
関
す
る
調
査
（
文
献
調
査
）

○
文
献
に
よ
れ
ば
、
施
設
の
立
地
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
工
場
な
ど
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
通
の
状
況

に
つ
い
て
も
、
施
設
の
立
地
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
周
辺
施
設
や
交
通
の
状
況
な
ど
か
ら
み
て
、
施
設
を
立

地
す
る
う
え
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
６
）
そ
の
他
の
調
査

○
『
動
植
物
調
査
』
は
、
四
季
の
調
査
を
実
施
し
、
草
地

な
ど
の
平
坦
な
土
地
に
生
息
・
生
育
す
る
種
を
多
く
確

認
し
ま
し
た
。
な
お
、
希
少
な
鳥
類
や
昆
虫
類
な
ど
の

飛
翔
な
ど
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

○
『
景
観
調
査
』
は
、
四
季
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
該
地
域
は
、
季
節
感
豊
か
な
牧
草
地
で
あ
り
、
西
側

遠
方
に
は
釜
臥
山
を
含
む
恐
山
山
地
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
当
該
地
域
に
お
け
る
文
化
財
と
し
て
、
む
つ
市
教
育
委

員
会
に
よ
れ
ば
、
美
付
地
区
に
お
い
て
『
関
根
納
屋
遺

跡
』
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
今
後
、
環
境
保
全
に
充
分
に
配
慮
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
施
設
を
立
地
す
る
う
え
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
４
・
総
　
合
　
評
　
価

　
立
地
可
能
性
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き

評
価
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
施
設
の
立
地
に
支
障
と
な
る
活

断
層
や
火
山
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
施
設
の
支
持
層
と
な
り

得
る
地
層
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
、
実
施
し
た
６
項
目
す
べ

て
の
調
査
に
お
き
ま
し
て
施
設
の
立
地
に
支
障
と
な
る
技
術

的
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
む
つ
市
関
根
浜
港
周
辺
地
域
に
お
い
て

『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』
を
建
設
す
る
こ
と
は
、

技
術
的
に
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
『
リ
サ

イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』
の
立
地
可
能
性
調
査
が
完
了

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

以
上
が
報
告
の
概
要
で
す
。

『リサイクル燃
立地可

『リサイクル燃
立地可

【報告書および事業構想を閲覧いたします】

　立地可能性調査報告書の詳しい内容につきましては、次

の場所で閲覧することができます。

　〈閲覧期間〉５月１日（木）～15日（木）

午前９時～午後５時（土・日、祝日を除きます）

　〈閲覧場所〉むつ市役所広報広聴課市民ルーム

〈詳しくは〉 市中間貯蔵施設立地調査対策室 �22-1111内線232



( 4 )

リサイクル燃料備蓄センター貯蔵建屋イメージ図 　
平
成
15
年
４
月
11
日
付
け
で
、
東
京
電
力
株
式
会
社

よ
り
『
事
業
構
想
』
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
全
文

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　〈
問
合
先
〉
市
中
間
貯
蔵
施
設
立
地
調
査
対
策
室

�
22－

１
１
１
１
内
線
２
３
２
　

【
は
じ
め
に
】

　
わ
が
国
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
燃
料
を
再
処
理

し
、
有
用
資
源
で
あ
る
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
回
収
し

た
う
え
で
、
再
び
燃
料
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
内
の
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
使
用
済
燃
料

の
発
生
量
や
こ
れ
ま
で
の
貯
蔵
量
、
な
ら
び
に
再
処
理
工

場
の
処
理
能
力
等
を
考
慮
す
る
と
、
使
用
済
燃
料
を
再
処

理
す
る
ま
で
の
間
、
安
全
に
貯
蔵
す
る
『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料

備
蓄
セ
ン
タ
ー
』
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
12
年
６
月
に
『
核
原
料
物
質
、
核
燃
料

物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
』
が
一
部
改
正

施
行
さ
れ
、
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
外
に
お
い
て
使
用
済

燃
料
の
貯
蔵
事
業
（
中
間
貯
蔵
事
業
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
当
社
で
は
、
平
成
12
年
11
月
29
日
に
む

つ
市
か
ら
『
リ
サ
イ

ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン

タ
ー
』
の
立
地
に
係

る
技
術
調
査
（
立
地

可
能
性
調
査
）
の
ご

依
頼
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
調
査
結

果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
去
る
平
成
15
年

４
月
３
日
に
、
施
設

の
建
設
は
技
術
的
に

可
能
で
あ
る
こ
と
を

む
つ
市
へ
ご
報
告
い

た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
む
つ
市
か
ら
ご
要
請
の
あ
り
ま
し
た
『
事
業
構

想
』
に
つ
き
ま
し
て
、
今
回
こ
こ
に
取
り
ま
と
め
、
ご
報
告

申
し
あ
げ
ま
す
。

【
事
業
の
内
容
】

　
事
業
の
主
な
内
容
は
、
『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン

タ
ー
』
を
建
設
し
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
使
用
済

燃
料
を
安
全
に
貯
蔵
・
管
理
す
る
こ
と
で
す
。

　
１
・
運
　
営
　
計
　
画

（
１
）
事
業
主
体

　
当
社
を
中
心
に
、
他
の
電
力
会
社
の
参
画
を
得
て
、
共
同

し
て
新
た
に
設
立
す
る
貯
蔵
・
管
理
会
社
が
、
国
か
ら
貯
蔵

事
業
の
許
可
を
受
け
て
施
設
の
建
設
を
行
い
、
事
業
を
運
営

し
ま
す
。

（
２
）
事
業
開
始
時
期

　
２
０
１
０
年
ま
で
に
操
業
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
地
元
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期

の
操
業
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

（
３
）
貯
蔵
量

　
最
終
的
な
貯
蔵
量
：
５
〜
６
千
ト
ン
程
度

　
当
社
お
よ
び
事
業
に
参
画
す
る
電
力
会
社
の
原
子
力
発

電
所
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
し
ま
す
。

（
４
）
貯
蔵
期
間

　
施
設
ご
と
（
注
）
の
使
用
期
間
は
50
年
間
と
し
ま
す
。
キ
ャ

ス
ク
（
貯
蔵
容
器
）

ご
と
に
お
い
て
も
最
長
50
年
間
の
貯
蔵
と

し
ま
す
。
ま
た
、
操
業
開
始
後
40
年
目
ま
で
に
、
貯
蔵
し
た

使
用
済
燃
料
の
搬
出
に
つ
い
て
、
ご
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
）『
施
設
ご
と
』
と
は
、
順
次
設
置
す
る
貯
蔵
建
屋
ご
と
を
い
い
ま
す
。

（
５
）
使
用
済
燃
料
の
搬
入
予
定
量

　
年
間
200
ト
ン
〜
300
ト
ン
程
度
の
使
用
済
燃
料
を
、
４
回

程
度
に
分
け
て
搬
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
・
施
　
設
　
計
　
画

（
１
）
貯
蔵
方
式
…
乾
式
貯
蔵
方
式

（
２
）
施
設
の
建
設

　
当
初
、
３
千
ト
ン
規
模
の
貯
蔵
建
屋
を
１
棟
建
設
し
、
そ

の
後
２
棟
目
を
建
設
し
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
、
１
棟
あ
た
り
お
よ

そ
３
年
程
度
の
見
通
し
で
す
。

（
３
）
施
設
・
機
器
の
構
成

　『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』
の
主
な
施
設
・
機

器
等
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

（
ａ
）
使
用
済
燃
料
を
搬
入
・
貯
蔵
・
搬
出
す
る
た
め
の

設
備

・
金
属
キ
ャ
ス
ク
　
・
貯
蔵
建
屋

・
金
属
キ
ャ
ス
ク
取
扱
設
備

・
そ
の
他
付
帯
設
備
（
放
射
線
監
視
設
備
等
）

（
ｂ
）
港
湾
施
設

・
日
本
原
子
力
研
究
所
関
根
浜
港
の
使
用
を
希
望

（
ｃ
）
輸
送
道
路

（
ｄ
）
事
務
・
管
理
棟

　
３
・
安
　
全
　
対
　
策

　
施
設
・
機
器
に
つ
い
て
は
、『
金
属
製
乾
式
キ
ャ
ス
ク
を

用
い
る
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
た
め
の
安
全
審
査

指
針
（
平
成
14
年
10
月
３
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
』
に
十
分
適

合
す
る
よ
う
設
計
し
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
建
設
・
運
営
に
お
い
て
は
、
法
令
等
を
遵

守
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
人

身
、
設
備
、
交
通
な
ど
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

　
４
・
事
業
許
可
申
請
の
た
め
の
詳
細
調
査

　
立
地
の
可
能
性
を
判
断
す
る
た
め
の
調
査
は
完
了
し
ま

し
た
が
、
今
後
、
事
業
許
可
を
国
に
申
請
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

以
上
が
『
事
業
構
想
』
の
内
容
で
す
。

『リサイクル燃料備蓄センター』の事業構想について『リサイクル燃料備蓄センター』の事業構想について
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《なぜ改定するの？》

　市および下北広域地域行政事務組合の各施設使用料については、県内類似施設の状況などを参考にし

ながら、市民の利便性にも配慮し適正化に努めてまいりました。

　しかしながら、長引く不況の影響を受け、歳入の中で大きな割合を占める市税および地方交付税収入

が落ち込んできているため、歳出面において人件費の削減をはじめ事務・事業の見直しなど内部経費の

削減に努めているほか、普通建設事業費において縮減、繰延、廃止といった大幅な見直しを行なってお

りますが、生活保護費や支援費制度移行に伴う身体障害者福祉関係経費の大幅な伸び、さらには、むつ

総合病院の経営建て直しに伴う多額の財政負担などにより、市の財政は危機的な状況に直面しておりま

す。このため、従来の使用料では各施設の維持管理に支障をきたす状況となっており、６月１日から使

用料を改定することとしました。

　また、手数料については、一般廃棄物処理手数料の指定ごみ袋料金を改定します。

　みなさまご承知のように国のダイオキシン対策に基づき、新焼却炉を建設いたしました。これにより

塵芥処理費用が従来に比べ大幅に増加しております。

　市税等の収入が減少している状況を考慮いたしますと、使用料同様に料金改定せざるを得ない状況で

ありますことをご理解いただきたいと思います。

《改定の内容》
　改定される使用料および手数料の種類と主な内容は、下の表のとおりです。

各種使用料・手数料の料金が

６月１日から変わります！

【使用料】

使用料の種類

城ケ沢地区集会所使用料

コミュニティセンター使用料

老人憩の家使用料

交通広場バッテリーカー使用料

斎 場 使 用 料

墓地公園埋葬場所使用料

牧 野 使 用 料

公 園 使 用 料

公 民 館 使 用 料

学 習 セ ン タ ー

体 育 館 使 用 料

運 動 公 園 使 用 料

スキー場リフト使用料

観 光 物 産 館

イ ベ ン ト 広 場

下 北 文 化 会 館

【手数料】

手数料の種類

基本健康診査手数料

が ん 検 診 手 数 料

一般廃棄物処理手数料

一般廃棄物処理業許可（更新）手数料

主な改定内容

集会室１時間・206円から500円

集会室１時間・300円から500円

集会室１時間・500円

１回・50円から100円

12才以上・10,000円から15,000円

一般墓地イ種（4.0㎡）・91,000円から130,000円

肥育牛18月以上１日・160円から170円

小屋掛け、露店営業（桜まつり期間）日額・62円から69円

青少年研修室午前９時から正午・700円から800円

集会室昼間１時間・206円から250円

競技場（一般）１時間・800円から900円

野球場（一般）１時間・930円から1,150円

券の種類を回数券から時間券に変更

会議室１時間・600円から700円

物品販売１人１時間・100円から110円

詳しくはお問い合わせください

主な改定内容

集団検診・1,000円から1,300円

胃がん検診・800円から900円

指定ごみ袋（大）10枚入り・300円から400円

2,000円から3,150円

備　　考

原則無料。営業行為等は有料

原則無料。営業行為等は有料

原則無料。営業行為等は有料

市民は無料

備　　考

担当窓口

広報広聴課 �22-1111内線252

介護福祉課 �22-1111内線430

環境対策課 �22-1111内線332

農林畜産課 �22-1111内線525

都市計画課 �22-1111内線633

公　民　館 �24-1224

生涯学習課 �22-1111内線732

保健体育課 �22-1111内線742

商工観光課 �22-1111内線252

下北文化会館 �22-8411

担当窓口

健康推進課 �22-1111内線425

廃棄物対策課 �22-1111内線343
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暮らしに役立つ

税 情報

�

現
況
届
お
忘
れ
な
く

　
現
況
届
の
用
紙
は
、
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
に
、
誕
生
月
の
初
旬
に
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
届
出
は
引
き

続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ

た
場
合
に
は
、
決
め
ら
れ
た
月
に
年
金

を
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
必
ず

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
す
る

よ
う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ど
う
し
て
も
届
出
用
紙
が
届

か
な
い
と
か
、
届
出
用
紙
を
な
く
し
た

と
い
う
場
合
に
は
、
市
国
保
年
金
課
老

人
医
療
年
金
係
や
青
森
社
会
保
険
事
務

局
む
つ
事
務
所
に
も
用
紙
が
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
税
や
介
護
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納

め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
、
金
融
機
関
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
実
に
納
期
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
口
座
振
替
の
対
象
〉

・
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
、
国
民
健
康
保
険
税

・
軽
自
動
車
税

・
介
護
保
険
料

〈
納
付
方
法
〉

 

・
期
別
納
付

　
各
納
期
で
月
末
（
12
月
は
25
日
）
に

振
り
替
え
し
ま
す
。
た
だ
し
、
軽
自

動
車
税
は
年
１
回
（
５
月
末
日
）
と

な
り
ま
す
。

 

・
全
納
期
一
括
納
付

　
年
１
回
第
１
期
（
６
月
末
日
）
の

振
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　
取
扱
金
融
機
関
・
最
寄
り
の
郵
便

局
で
、「
む
つ
市
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
の
際
は
、
預
貯
金
通
帳
・

届
出
印
・
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

市
税
や
介
護
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
14
年
度
の
市
税
（
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
特
別
土
地
保
有

税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
や
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）
の
納
期
限
は
、
３
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
手
元
の
納
税
通
知
書
等
を
、
も
う

一
度
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し

も
、
う
っ
か
り
し
て
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
事
情
が
あ
っ
て
遅
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
方
は
、
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

▼
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

気
付
い
た
と
き
は
、『
更
正
の
請
求
』

を
し
て
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　『
更
正
の
請
求
書
』
が
提
出
さ
れ
る

と
、
税
務
署
で
そ
の
内
容
を
検
討
し
、

そ
の
請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ

た
と
き
は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
が
還

付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、『
更
正
の
請
求
』
が
で
き
る

期
間
は
、
原
則
と
し
て
法
定
申
告
期

限
か
ら
１
年
以
内
で
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
『
修
正
申
告
』
を

し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て

い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
調
査
部
門

�

22－

４
９
７
６

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ま

の
大
切
な
情
報
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　
７
月
か
ら
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請

の
際
に
は
、
本
人
確
認
書
類
ま
た
は
委

任
状
の
ご
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
提
示
い
た
だ
く
書
類
等
】

〈
本
人
が
申
請
す
る
場
合
〉

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
年
金

手
帳
な
ど
）

・
自
動
車
検
査
証
（
自
動
車
税
）

〈
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
〉

・
代
理
人
の
身
元
確
認
書
類

・
自
動
車
検
査
証
（
自
動
車
税
）

・
委
任
状
（
ご
家
族
・
従
業
員
も
）

　
委
任
状
に
は
、
必
ず
本
人
が
署
名
・
押

印
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
の
署
名
・
代

表
者
印
の
押
印
）
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
総
務
課

�

22－

８
５
８
１
内
線
２
０
４
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自動車をお持ちのみなさんへ
～自動車税のグリーン化について～

　自動車環境対策の観点から、排出ガスおよび燃費性能の優れた環境負荷の小さい自動車については、その排出ガス性能に応じ

て税率を軽減（軽課）し、新車新規登録から一定の年数を経過した環境負荷の大きい自動車については税率を重く（重課）する

制度（『自動車税のグリーン化』といいます。）が平成14年度分の自動車税から実施されています。

【軽　課】低公害車・一定の低燃費車について、排出ガス性能の程度に応じ、税額が軽減されます。

【重　課】

【自動車税の主な税額】

〈詳しくは〉

むつ県税事務所納税課

�22-8581内線210

新車新規登録の時期

平成13年４月１日～平成14年３月31日

平成14年４月１日～平成15年３月31日

軽課年度

平成14・15

平成15・16

低公害車

おおむね

50％軽課

超（☆☆☆）

おおむね

50％軽課

優（☆☆）

おおむね

25％軽課

良（☆）

おおむね

13％軽課

低燃費車

排出ガス規制値低減レベル

区分

ガソリン車

ＬＰＧ車

上記以外の車

新車新規登録の時期

平成元年３月31日まで

平成２年３月31日まで

平成３年３月31日まで

平成４年３月31日まで

重課開始年度

平成14年度

平成15年度

平成14年度

平成15年度

税率

おおむね10％重課

乗用車

（自家用車）

総排気量1.0�以下

総排気量1.0�超 1.5�以下

総排気量1.5�超 2.0�以下

総排気量2.0�超 2.5�以下

総排気量2.5�超 3.0�以下

総排気量3.0�超 3.5�以下

グリーン化特例の適用

がない自動車の税額

29,500円

34,500円

39,500円

45,000円

51,000円

58,000円

10％重課

32,400円

37,900円

43,400円

49,500円

56,100円

63,800円

13％軽課

26,000円

30,500円

34,500円

39,500円

44,500円

50,500円

25％軽課

22,500円

26,000円

30,000円

34,000円

38,500円

43,500円

50％軽課

15,000円

17,500円

20,000円

22,500円

25,500円

29,000円

区　　　　　　分
グリーン化特例が適用される自動車の税額

　
東
通
原
子
力
発
電
所
の
運
転
開
始
に

先
立
ち
、
発
電
所
周
辺
環
境
へ
の
影
響

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
空

間
放
射
線
等
を
連
続
測
定
す
る
『
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
』
を
東
北
電
力
㈱
と

東
京
電
力
㈱
が
共
同
で
設
置
し
（
東
北

電
力
㈱
む
つ
営
業
所
敷
地
内
）、
４
月
か

ら
測
定
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
表
示
さ
れ
る
放
射
線
の
量
は
、

大
地
に
含
ま
れ
る
自
然
の
放
射
線
や
、

宇
宙
か
ら
飛
来
し
て
く
る
放
射
線
が
主

な
も
の
で
す
が
、
降
雨
、
降
雪
時
は
一
時

的
に
高
く
な
っ
た
り
、
積
雪
時
に
は
低

く
な
る
な
ど
、
常
に
変
動
し
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

東
北
電
力
株
㈱
東
通
原
子
力
発
電
所
建
設
所

�

46－

２
２
２
５

『
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
』

を
設
置
し
ま
し
た
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ご
み
は
正
し
い
出
し
方
で
！

　
昨
年
の
12
月
か
ら
、
ご
み
の
分
け
方

が
変
わ
り
、
収
集
曜
日
の
変
わ
っ
た
町

内
が
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
は
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資
源
ご

み
・
粗
大
ご
み
・
有
害
ご
み
と
、
５
分
別

し
て
収
集
・
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

み
を
出
す
際
は
市
か
ら
配
布
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
出
し
方
に
従
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
指
定
ご
み
袋
を
使
用
し
て

い
な
い
場
合
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
最
近
、
ご
み
の
中
に
資
源
ご
み

が
入
っ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
聞
紙
や
雑
誌
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー

ル
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
な
ど

は
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
資
源
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、

町
内
会
な
ど
に
よ
る
集
団
回
収
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み

必
ず
市
指
定
袋
に
入
れ
て
、
収
集
日
の

朝
８
時
30

分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
燃
え
る
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み
を
出

す
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
市
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
、
町
名
を
記
入
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
市
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、

粗
大
ご
み
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
市
指
定
ご
み
袋
は
大
小
２
種
類
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
『
燃
え
る
ご
み
用
』
と
『
燃
え
な
い

ご
み
用
』
が
あ
り
ま
す
。

資
源
ご
み

　
資
源
ご
み
の
回
収
は
月
１
回
で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
資
源
ご
み
は
、
市
指

定
の
資
源
回
収
業
者
が
回
収
し
ま
す
の

で
、
市
で
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

よ
く
ご
覧
に
な
り
、
町
内
会
が
指
定
し

た
日
時
、
場
所
に
ご
自
分
で
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
回
収
場
所
に
は
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
員
が
お
り
、
回
収
容
器
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
推
進
員
の
指
示

に
従
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
町
内
会
に
対
し
て
回
収
量
１
㎏
に

つ
き
４
円
の
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
地
域
ぐ
る
み
で
積
極
的
に

回
収
し
、
各
種
活
動
等
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

生
ご
み
自
家
用
処
理
容
器
購
入
に

助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
生

ご
み
自
家
用
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト

化
）
を
購
入
し
た
場
合
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
を
交
付
す
る
の
は

１
世
帯
１
個
分
に
限
り
ま
す
が
、
以

前
に
補
助
金
を
受
け
た
方
が
今
年
度

新
た
に
購
入
し
た
場
合
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

▼
助
成
の
対
象

・
市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
実
際
に

住
ん
で
い
る
方

・
市
内
の
取
扱
店
か
ら
購
入
し
た
も
の

・
屋
外
設
置
型
の
容
器
で
、
そ
の
容

量
が
100
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の

▼
助
成
す
る
金
額

　
購
入
費
用
の
１
／
２
以
内
で
、
最

高
３
千
円

有
害
ご
み

　
次
の
も
の
は
購
入
店
で
引
き
取
っ
て

も
ら
う
か
、『
ア
ッ
ク
ス
・
グ
リ
ー
ン
』

へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
乾
電
池
は
回
収
箱
を
設
置
し

て
い
る
公
共
施
設
へ
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
乾
電
池
、
蛍
光
管
、
体
温
計
お
よ
び
温

度
計
（
水
銀
使
用
の
も
の
）

粗
大
ご
み

先
に
申
し
込
み
を
！

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
う
ち
、
市
指

定
の
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
も
の
が
粗
大

ご
み
で
す
。

　
粗
大
ご
み
は
申
し
込
み
制
で
、
有
料

戸
別
収
集
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

の
方
は
市
廃
棄
物
対
策
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
粗
大
ご
み
を
出
す
際
は
、
市

指
定
ご
み
袋
等
取
扱
所
か
ら
粗
大
ご
み

処
理
券
を
購
入
し
、
粗
大
ご
み
に
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
手
数
料
◎

・
外
形
寸
法
で
、
縦
・
横
・
高
さ
の
う

ち
、
一
番
長
い
と
こ
ろ
が
120
㎝
以

上
の
も
の
…
１
０
０
０
円

・
外
形
寸
法
で
、
縦
・
横
・
高
さ
の
う

ち
、
一
番
長
い
と
こ
ろ
が
120
㎝
未

満
の
も
の
…
５
０
０
円

市
で
処
理
で
き
な
い
ご
み

　
次
の
も
の
は
、
市
で
処
理
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
購
入
店
ま
た
は
処
理
専
門
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
も
の
は
収
集
場
所
へ
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
産
業
廃
棄
物
、
医
療
廃
棄
物
、
タ

イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ペ
ン
キ

類
、
消
火
器
、
自
動
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
等
エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
た
も

の
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど

〈詳しくは〉

市廃棄物対策課

�22-1111内線343
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６月１日からごみ袋が値上げになります
～市民のみなさんのご協力をお願いします～

◎市指定ごみ袋・大◎

・容量……………45リットル

・料金……………10枚入り１袋・400円

◎市指定ごみ袋・小◎

・容量……………22.5リットル

・料金……………10枚入り１袋・270円

むつ市指定ごみ袋等取扱所一覧
市指定ごみ袋および粗大ごみ処理券は、下記の取扱所でお求めください

　自分でごみを搬入する場合は、すべての

ごみについて、新しいごみ処理施設『アッ

クス・グリーン』へお願いします。

　搬入したごみの量に応じて、10㎏につき

10円の処理手数料がかかります。

町　名

赤 川 町

旭 町

泉 沢

宇曽利川

宇 田 町

海老川町

大 平 町

大湊上町

大湊新町

大湊浜町

奥 内

大曲二丁目

大曲三丁目

女 舘

取　扱　所

蝦 名 商 店

み や も と 商 店

林 商 店

坪 商 店

飛 内 チ ヨ 商 店

石 鉢 商 店

内 藤 正 勝 商 店

成 田 節 雄 商 店

ファミリーマートさとう

大 川 商 店

小 又 商 店

サークルＫ大湊店

関 商 店

鮮 魚 正 ち ゃ ん

マエダストア大湊店

工 藤 商 店

ファミリーマートおおたに

ローソンむつ大湊店

ストアーニワタ

平 塚 商 店

ふ せ や 金 物 店

ミートランフルダテ

渡 辺 商 店

（協）海上自衛隊大湊売店会

須 藤 商 店

野 口 商 店

浜 石 商 店

桜紙業包装用品むつ営業所

大 喜 流 通

サークルＫむつ大曲店

ローソンむつ大曲店

サークルＫ早掛公園前店

町　名

金曲一丁目

金曲二丁目

金谷一丁目

金 谷 沢

烏 沢

川 代

川 守 町

北 関 根

小川町一丁目

小川町二丁目

桜 木 町

品 ノ 木

下 北 町

十 二 林

昭 和 町

城 ケ 沢

新城ケ沢

新 町

取　扱　所

小 枝 商 店

サンデーむつ苫生店

マエダストア苫生店

三 浦 商 店

むつ市役所売店

鳴 海 商 店

山 田 酒 店

横 垣 商 店

ローソンむつ関根店

工 藤 商 店

小 島 商 店

飛 石 酒 店

布 施 商 店

古 川 商 店

むつベニー大湊支店

阿 部 商 店

野 牛 商 店

岩 岡 袋 店

むつ病院公済会

タ ム ラ

マ エ ダ

スパー桜木町店

小 野 商 店

室 舘 商 店

東 北 ス パ ー

キノシタむつ店

リカーショップナカムラ

み や し た 薬 店

工 藤 商 店

榊 商 店

石 岡 商 店

片 岸 商 店

町　名

新 町

角 違

田名部町

近 川

中央一丁目

中央二丁目

土 手 内

斗 南 岡

苫 生 町

中 野 沢

仲 町

浜 関 根

取　扱　所

小 関 商 店

佐 藤 商 店

東北船用品むつ店

むつショッピングセンター苫生店

薬 研 堂

ローソンむつ新町店

瀬 川 商 店

中 野 商 店

三 浦 商 店

むつショッピングセンター田名部店

酒 井 商 店

ファミリーショップおりだて

成 田 青 果

県庁生協むつ支部

サンワドーむつ店

ス パ ー 中 央 店

スーパードラッグアサヒむつ店

むつショッピングセンター中央店

お酒＆お米の宮下

サンデーむつ中央店

マックスバリュむつ中央店

ローソンむつ中央店

小 枝 商 店

中 西 米 穀 店

村 田 商 店

ぐ～んとエンジョイショップ苫生店

中 嶋 商 店

中 村 敏 夫 商 店

菊 池 商 店

フレッシュフードやすだ

丸 谷 酒 店

町　名

文 京 町

本 町

松 山 町

前 田

緑 町

緑 ケ 丘

南 関 根

柳町一丁目

柳町二丁目

柳町四丁目

山 田 町

横迎町一丁目

横迎町二丁目

酪 農

若 松 町

取　扱　所

坂 倉 酒 店

山 京 や

中 嶋 商 店

ローソンむつ文京町店

食品館まるちゅう

越 野 酒 店

ローソンむつバイパス店

安 保 商 店

ウ チ ダ 事 務 器

フードショップ宮下

み や し た

むつショッピングセンター下北店

リカーショップクマガイ

ス パ ー 緑 ケ 丘 店

西 田 商 店

大 村 米 穀 店

お き 薬 局

下 北 薬 局

総鮮物産（むつ松木屋１Ｆ）

むつ松木屋（友の会コーナー）

柳 谷 商 店

ファミリーショップやまぐち

サークルＫむつ運動公園店

か ね ま ん 商 店

サークルＫむつバイパス店

ミニストップむつ横迎町店

コンビニエンスウエスト

藤 村 商 店

斗南岡酪農農業協同組合

杉 本 商 店

明 成 建 販
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男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
、【
む
つ
市

男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
『
む
つ

み
あ
い
プ
ラ
ン
』】
が
で
き
ま
し
た
。
２

月
号
か
ら
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え

し
て
い
ま
す
が
、
３
回
目
の
今
回
は
『
基

本
施
策
』
の
中
の
『
Ⅰ
・
男
女
共
同
参
画

へ
の
意
識
づ
く
り
』
で
す
。

基
本
施
策

Ⅰ
・
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
づ
く
り

１
家
庭
に
お
け
る
共
同
参
画
意
識
の
醸
成

　
家
庭
は
、
親
の
し
つ
け
や
教
育
を

通
し
て
、
子
ど
も
が
人
間
と
し
て
基

本
的
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
も
重

要
な
役
割
を
担
う
生
活
の
場
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
子
育
て
や
介
護
、
家

事
な
ど
は
主
に
女
性
の
責
任
と
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

家
族
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
調
和
の

と
れ
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
と

も
に
助
け
あ
え
る
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
育
て
や
介
護
、
家
事
な
ど
家
族
的

責
任
（
※
１
）
を
と
も
に
担
え
る
よ
う
意

識
啓
発
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
家
族
的
責
任
を
と
も
に
担
う
意

識
づ
く
り

（
２
）
男
女
の
役
割
分
担
意
識
の
解
消

２
地
域
社
会
に
お
け
る
共
同
参
画
意
識

の
啓
発

　
地
域
社
会
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々

が
支
え
合
っ
て
、
地
域
で
の
問
題
を

解
決
す
る
場
と
し
て
の
重
要
な
役
割

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、町
内
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
は
、
主
に

女
性
が
担
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
会
長
等
は
男
性
が

多
く
務
め
る
な
ど
偏
っ
た
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
暮
ら
し
や
す
い
活
力
の
あ
る
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
に
お
け
る
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
に
よ
る
慣
行
を
見
直
し
、
性

別
を
問
わ
ず
、
地
域
社
会
に
お
け
る

指
導
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
対

等
な
立
場
で
参
画
し
、
活
動
し
や
す

い
よ
う
に
意
識
啓
発
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た

意
識
づ
く
り

（
２
）
男
性
優
遇
の
社
会
意
識
の
解
消

３
学
校
等
に
お
け
る
共
同
参
画
教
育
の

推
進

　
人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
幼
児
教

育
や
学
校
教
育
は
、
男
女
共
同
参
画

の
意
識
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
教
育
・
学
習
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力

を
尊
重
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教

育
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
生

き
方
を
選
択
し
、
充
実
し
た
人
生
を

送
る
た
め
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
※
２
）
に

敏
感
な
視
点
が
組
み
込
ま
れ
た
生
涯

学
習
や
社
会
教
育
の
学
習
機
会
の
提

供
に
努
め
、
意
識
の
啓
発
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教
育
の
推
進

（
２
）
講
座
な
ど
学
習
機
会
の
充
実

４
個
性
と
人
権
の
尊
重

　
権
利
に
関
連
の
深
い
、
法
令
や
制
度

に
つ
い
て
、
だ
れ
も
が
理
解
し
や
す
い

よ
う
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
権
利

の
侵
害
を
受
け
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
、
正
確
な
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
支

援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
性
別
に
よ
る
差
別
や
、
性

に
起
因
す
る
暴
力
等
は
、
女
性
が
対

象
と
な
る
場
合
が
多
く
、
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
り
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
の
、
事
前
防
止
・

法
的
取
締
ま
り
・
被
害
救
済
の
た
め
の

相
談
体
制
の
充
実
、
支
援
体
制
の
整
備

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
権
利
に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
・
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン

　
あ
お
も
り
女
性
大
学
は
、
女
性
の
自

立
と
社
会
参
画
を
促
進
す
る
た
め
に
、

専
門
的
で
か
つ
幅
広
い
学
習
の
機
会
を

提
供
し
、『
青
森
県
女
性
人
材
バ
ン
ク
』

に
登
録
す
る
と
共
に
、
修
了
生
を
積
極

的
に
審
議
会
に
登
用
す
る
な
ど
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

〈
募
集
人
員
〉
20
名

〈
実
施
期
間
〉
１
期
２
年
間

〈
応
募
資
格
〉

①
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
20
才
か
ら

60
才
の
女
性

②
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
に
意
欲
・
関
心
を
持
っ

て
い
る
方

③
各
種
委
員
会
、
審
議
会
の
委
員
等

と
し
て
、
県
政
に
積
極
的
に
参
画

し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

④
原
則
と
し
て
全
講
座
受
講
で
き
る
方

※
13
日
の
講
座
の
内
、
３
日
間
は
む
つ
市
で

講
座
を
受
講

〈
内
容
〉

・
基
礎
講
座
（
１
年
目
）

６
月
〜
12
月
（
13
日
間
）
、
24
講
座

（
１
講
座
２
時
間
、
１
日
２
講
座
）
・
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
や
県
政

等
に
関
す
る
講
座

・
実
践
講
座
（
２
年
目
）

４
月
〜
12
月
（
10
日
間
）
、
20
講
座

（
１
講
座
２
時
間
、
１
日
２
講
座
）
・
県

政
課
題
に
つ
い
て
受
講
生
が
決
め

た
テ
ー
マ
で
卒
業
論
文
を
作
成

〈
応
募
方
法
〉

【
提
出
書
類
】

・
受
講
申
込
書
（
市
男
女
共
同
参
画
室
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

・
レ
ポ
ー
ト
800
字
程
度
（
テ
ー
マ
と
氏

名
は
最
初
に
枠
外
に
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
本
文
は
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

に
ペ
ン
で
横
書
き
（
鉛
筆
以
外
で
お
願

い
し
ま
す
）
ワ
ー
プ
ロ
等
の
場
合
は
20

字
×
40
行
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

テ
ー
マ
『
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
に
向
け
て
、
私
の
で
き
る
こ
と
』

【
申
込
先
】

〒
０
３
０－

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３
丁
目
17
番
１
号

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７－

７
３
２－

１
０
８
５

０
１
７－

７
３
２－

１
０
７
３

【
申
込
締
切
】　
５
月
９
日
（
金
）
必
着

〈
受
講
料
〉
無
料

※
た
だ
し
、
交
通
費
等
は
受
講
生
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
　
あ
お
も
り
女
性
大
学
受
講
生
募
集



( 1 1 )

る
た
め
の
支
援

（
２
）
女
性
へ
の
暴
力
根
絶
と
相
談
や

自
立
の
支
援

５
情
報
の
収
集
、
提
供
お
よ
び
調
査

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
情
報

を
収
集
し
て
提
供
す
る
と
と
も
に
、

意
識
調
査
・
実
態
調
査
を
行
い
、
分

析
・
研
究
し
、
公
表
し
て
、
共
同
参
画

意
識
の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
情
報
の
収
集
、
提
供
の
推
進

（
２
）
意
識
調
査
の
継
続
、
分
析
、
評
価

（
※
１
）
家
族
的
責
任
…
家
事
や
子
育
て
、
介

護
な
ど
の
家
族
に
関
わ
る
責
任
。

（
※
２
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
…
『
男
は
仕
事
・
女
は

家
庭
』
と
い
っ
た
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く

ら
れ
た
性
差
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
生

物
学
的
な
性
差
を
セ
ッ
ク
ス
と
い
い
ま
す
。

　
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
室
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ま
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
ま
し
た
。
む
つ
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
『
お
知
ら
せ
瓦
版
』
か
ら
開
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推

進
基
本
計
画
や
市
民
意
識
調
査
、
昨
年
開

催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
等
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
企
画
課
男
女
共
同
参
画
室

�

22－

１
１
１
１
内
線
２
２
０

23－

５
１
７
８
　
　
　
　
　

　
む
つ
下
北
地
域
の
市
町
村
合
併
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
む
つ
下
北
地

域
市
町
村
合
併
共
同
研
究
会
の
中
で
、

合
併
の
あ
り
方
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
そ
の
研
究
成

果
と
し
て
『
む
つ
下
北
地
域
将
来
構
想
』

が
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
３
月
24
日
に
は
、
関
係
４
町
３

村
と
と
も
に
共
同
研
究
会
の
研
究
成
果

を
幅
広
く
自
由
に
協
議
す
る
た
め
に
、

新
た
に
議
会
議
員
や
市
民
の
み
な
さ
ま

を
構
成
員
に
加
え
た
『
む
つ
下
北
地
域

任
意
合
併
協
議
会
』
を
設
置
し
、
具
体

的
な
将
来
構
想
の
作
成
へ
向
け
た
新
体

制
が
整
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
直
接

ご
説
明
す
る
機
会
を
設
け
、『
市
町
村
合

併
が
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も

た
ら
す
の
か
、
ま
た
、
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
』
と

い
っ
た
率
直
な
ご
心
配
や
ご
質
問
に
お

答
え
す
る
こ
と
で
、
合
併
に
つ
い
て
よ

り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
に
よ
り

市
町
村
合
併
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

５
月
13
日
（
火
）
…
…
…
市
公
民
館

５
月
14
日
（
水
）

…
…
…
老
人
憩
の
家『
長
寿
荘
』

５
月
15
日
（
木
）
…
…
奥
内
小
学
校

５
月
30
日
（
金
）

…
…
下
北
文
化
会
館
大
集
会
室

い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

（
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
）

※
む
つ
下
北
地
域
任
意
合
併
協
議
会
で
は
、

近
日
中
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
合
併
準
備
室

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
５
５

・・・・・・・・　むつ市男女共同参画推進基本計画体系図　・・・・・・・・・

市
町
村
合
併
説
明
会
の
お
知
ら
せ

【用語解説】
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本
日
こ
こ
に
、
む
つ
市
議
会
第
175
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
平
成
15
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信
を
申
し
上
げ
、
議

員
な
ら
び
に
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
が
一
般
施
政
方
針
を
申
し
述
べ
る
の
は
、
今
定
例
会
で
18
度

目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
む
つ
市
の
主
要
施
策
は
年
度
を
問
わ

ず
、
常
に
財
政
再
建
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。
例
え
て
申
し
上
げ
れ

ば
、
市
の
財
政
運
営
は
黄
色
の
信
号
が
点
滅
し
た
状
態
の
中
で
、
そ

の
時
々
の
社
会
や
経
済
情
勢
と
国
・
県
の
施
策
を
踏
ま
え
つ
つ
医

療
や
教
育
な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
単
年
度
毎
の
収
支
を
捉
え
て
み
れ
ば
、
決
し
て
健
全
な
財

政
運
営
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
議
会
を
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
、
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
相
応
に
果

た
し
得
て
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
願
わ
く
ば
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
事
情
下
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
並
み
に
各
種
行
政
需
要
に
応
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
っ
こ
う
に
回
復
の
兆
し
が
見

え
な
い
経
済
情
勢
や
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
社
会
の
有
り
様
、
ま

た
、
そ
れ
を
受
け
た
国
の
施
策
の
根
本
的
な
見
直
し
等
で
、
今
日

で
は
、
赤
信
号
が
点
滅
す
る
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
世
の
中
の
動
き
を
見
据
え
て
舵
取
り
を
す
る
の
が
自
治
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
長
と
し
て
の
務
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
声
や
ご
批
判
も
あ
り
ま
す

で
し
ょ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
の
点
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

じ
く

じ

こ
の
忸
怩
た
る
思
い
は
、
け
っ
し
て
私
一
人
だ
け
で
は
な
く
財
政

あ
え

難
に
喘
ぐ
全
国
の
自
治
体
の
首
長
に
共
通
す
る
心
情
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
と
地
方
を
合
わ
せ
て
約
700
兆
円
を
超
え
る
長
期
債
務
残
高
を
抱

え
、し
か
も
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
や
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
に
よ
る
更
な
る
財
政
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
今
日
、
も
は
や
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
市
町
村
単
位

で
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、極
め
て
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
国
は
地
方
に

自
立
を
求
め
、
地
方
分
権
を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
、
市
町
村

合
併
の
う
ね
り
が
全
国
の
自
治
体
に
お
よ
ん
で
お
り
ま
す
が
、こ
こ

に
き
て
、任
意
協
議
会
や
法
定
協
議
会
の
設
置
が
急
速
に
進
ん
で
お

り
ま
す
の
は
、い
ず
れ
の
自
治
体
も
同
じ
様
な
事
情
を
抱
え
て
い
る

現
れ
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。人
口
の
減
少
が
著
し
く
財
政

ぜ
い

基
盤
の
脆
弱
な
む
つ
・
下
北
地
域
に
お
い
て
は
、
各
自
治
体
が
抱
え

る
事
情
も
よ
り
深
刻
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　
以
上
の
背
景
か
ら
、
平
成
15
年
度
は
、
財
政
再
建
と
市
町
村
合

併
の
枠
組
み
づ
く
り
を
施
策
の
主
要
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
一
般
施
政
方
針

　３月に開催された市議会第175回定例回で、杉山市長は平成15年

度の施政方針を発表しました。

　施政方針は、厳しい財政状況の続く中、市町村合併の枠組みづく

りを施策の主要テーマとして掲げました。

　内容は次のとおりです。
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財
政
再
建

　
ま
ず
、
財
政
再
建
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
率
直
に
申
し
上
げ
ま
し
て
、
市

の
財
政
状
況
は
赤
字
再
建
団
体
転
落
寸

前
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
慢
性
的
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
悪
化
傾
向
に
あ
る
税

収
不
足
と
国
庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税

の
縮
減
見
直
し
等
で
財
源
の
確
保
が
極

め
て
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
面
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

長
引
く
不
況
を
反
映
し
た
扶
助
費
の
増

加
と
環
境
対
策
や
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
対
応
す
る
施
策
の
展
開
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
過
去
に
実

施
し
た
各
種
事
業
の
借
金
、
す
な
わ
ち

公
債
費
の
償
還
が
こ
こ
１
・
２
年
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。『
入
る
を
量
り
、

出
る
を
制
す
』
こ
と
が
財
政
運
営
の
鉄

則
で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
施
策
・
制
度

の
急
激
な
改
革
な
ど
で
、
入
る
は
量
り

づ
ら
く
、
ま
た
、
市
民
の
要
求
が
多
種

多
様
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
出

る
を
制
す
る
対
象
を
絞
り
込
む
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
は
、
こ
う
し
た
各
自
治
体
に

共
通
す
る
悩
み
に
加
え
て
、
む
つ
総
合

病
院
の
経
営
健
全
化
も
合
わ
せ
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
得
な
く

な
れ
ば
、
住
民
の
生
命
を
守
り
、
財
産

を
保
護
し
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
と
い

う
自
治
体
と
し
て
の
基
本
的
な
存
立
意

義
を
自
ら
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
れ
だ
け
は
何

と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
強
い
決
意
で
、
特
別
職
に
は
報

酬
を
、
ま
た
一
般
職
員
に
は
手
当
の
削

減
と
い
う
痛
み
を
分
か
ち
合
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

む
つ
総
合
病
院

　
幸
い
、
む
つ
総
合
病
院
は
昨
年
10
月

『
第
五
次
病
院
事
業
経
営
健
全
化
団
体
』

の
指
定
を
受
け
、
55
億
円
に
上
る
不
良

債
務
解
消
の
道
筋
を
な
ん
と
か
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
国
の
総
医
療
費
抑
制
策
と
い
う
厳
し

い
環
境
下
で
平
成
20
年
度
を
目
途
と
す

る
解
消
計
画
の
実
行
は
相
当
な
困
難
も

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
機
会
を
逸
す
る
と
経
営
健
全
化
は

事
実
上
不
可
能
と
な
り
、
下
北
地
域
保

健
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
得
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
病
院
関
係
者
も
市
も
深
く
胸
に
刻

み
、
特
に
、
病
院
に
は
経
営
改
善
と
経

費
削
減
に
向
け
て
よ
り
一
層
の
自
助
努

力
を
求
め
る
等
、
極
論
す
れ
ば
病
院
の

経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
れ
ば
市
役
所

も
同
じ
道
を
辿
る
と
い
う
思
い
を
も
っ

て
不
退
転
の
覚
悟
で
不
良
債
務
解
消
に

全
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

予
算
編
成

　
次
に
予
算
編
成
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
限
ら
れ
た
歳
入
で
病
院
へ
の
繰
り

出
し
を
優
先
さ
せ
、
同
時
に
市
の
累
積

赤
字
を
標
準
財
政
規
模
の
20
％
以
内
に

抑
え
る
こ
と
が
至
上
命
題
で
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
15
年
度
の
予
算
は
、
い
き

お
い
大
鉈
を
振
る
わ
ざ
る
を
得
な
い
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
新
規
の
事

業
に
手
を
つ
け
ら
れ
る
状
態
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
い
る
事
業
に
お

い
て
も
優
先
度
を
見
極
め
つ
つ
実
施
時

期
を
後
年
度
に
ま
わ
さ
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
し
、
各
種
手
数
料

や
使
用
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
も
相
応
の
痛
み
を

分
か
ち
合
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
個
々
の
具
体
的
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
予
算
審
議
の
場
で
詳
細
に
ご
説
明

を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
事
業

費
の
大
き
な
も
の
は
議
会
で
お
認
め
を

い
た
だ
い
て
い
る
電
源
三
法
交
付
金
を

積
み
立
て
て
い
る
事
業
が
主
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
建
設
事
業
や
旧
田
名
部

駅
前
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
産
業
振
興

拠
点
施
設
整
備
事
業
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
建
設
後
の
維
持
管
理
費
を
心
配

し
て
下
さ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
電

源
三
法
交
付
金
で
対
応
が
可
能
と
の
内

諾
を
得
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
申
し
添

え
て
お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
い
ず
れ

に
い
た
し
ま
し
て
も
、
ご
批
判
が
あ
る

こ
と
を
覚
悟
で
敢
え
て
申
し
上
げ
れ
ば
、

歳
出
の
大
幅
な
削
減
は
実
務
上
は
可
能

で
あ
り
ま
す
。
予
算
上
の
収
支
を
均
衡

さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
市
民
の
心
意
気
を
消
沈
さ
せ
活

力
を
削
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
事
態
に
陥
り
た
く
な
い
と
い

う
思
い
で
、
安
定
し
た
財
源
確
保
の
手

段
と
し
て
、
市
町
村
合
併
と
中
間
貯
蔵

施
設
の
誘
致
を
掲
げ
て
い
る
の
が
私
の

市
政
運
営
の
基
本
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
ご
理
解
を
賜

り
た
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

市
町
村
合
併

　
市
町
村
合
併
の
枠
組
づ
く
り
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

む
つ
市
が
中
心
と
な
っ
て
枠
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
つ
市

も
枠
の
中
で
合
併
を
願
う
一
自
治
体
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
進
む
べ
き
方

向
は
、
か
ね
て
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
は
長
い

時
間
を
か
け
て
培
わ
れ
た
歴
史
や
文
化

が
あ
り
、
特
異
な
精
神
風
土
も
形
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
を
尊
重

し
、
認
め
合
う
と
い
う
基
本
的
な
ス
タ

ン
ス
で
話
し
合
い
の
場
が
持
た
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
５
月
に
設

立
さ
れ
た
「
む
つ
下
北
地
域
市
町
村
合

併
共
同
研
究
会
」
に
参
画
さ
れ
た
市
町

村
で
「
任
意
協
議
会
」
や
「
法
定
協
議

会
」
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
町
村
に
は

町
村
の
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

住
民
の
意
思
と
そ
れ
を
受
け
た
議
会
の

当面する諸問題および主要事業
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取
り
決
め
を
見
守
っ
て
対
処
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設

　
次
に
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
昨
年
末
の
関
根
浜
漁
業

協
同
組
合
理
事
会
に
お
い
て
、
む
つ
市

の
説
明
を
受
け
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
平

成
15
年
１
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員

会
に
出
向
き
、
ご
説
明
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
、
組
合
で
は
各
部

会
や
定
置
網
漁
業
者
の
意
見
集
約
を
行

な
い
、
去
る
２
月
26
日
に
開
か
れ
た
役

員
会
に
お
い
て
、
漁
港
整
備
な
ど
の
振

興
策
に
市
が
応
え
て
く
れ
る
の
で
あ
れ

ば
調
査
を
容
認
す
る
と
い
う
方
向
が
示

さ
れ
、
同
月
28
日
に
要
望
書
の
提
出
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
関
根
浜
漁

業
協
同
組
合
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
組

合
の
意
向
に
沿
う
よ
う
最
大
限
努
力
す

る
旨
、
誠
意
を
も
っ
て
回
答
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
国
、
県

お
よ
び
関
係
機
関
と
十
分
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
の
回
答
を
受
け
て
、
組
合
が
正
式

に
調
査
容
認
の
決
議
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
東
京
電
力
に
よ
る
海
上
音
波
探

査
も
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
調
査
が
滞
り
な
く
修

了
い
た
し
ま
す
と
、
そ
う
遠
く
な
い
時

期
に
最
終
報
告
が
出
さ
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
以
後
の
進
め
方
は
、
か
ね

て
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
そ

の
内
容
を
公
表
す
る
と
と
も
に
調
査
報

告
の
妥
当
性
を
専
門
家
の
方
々
か
ら
検

討
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
検
討
結
果
を

市
議
会
や
市
民
の
皆
様
に
ご
説
明
を
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
慎
重
に
対
処
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交
付
金

　
次
に
、
昨
年
12
月
の
市
議
会
全
員
協

議
会
に
お
い
て
ご
相
談
申
し
上
げ
ま
し

た
原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交
付

金
の
使
途
に
つ
い
て
、
所
信
を
申
し
述

べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
全
員
協
議
会
に

は
３
つ
の
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
交
付
金

の
全
額
を
電
気
料
金
に
還
元
す
る
方
法
、

全
額
事
業
に
充
当
す
る
方
法
、
一
般
世

帯
に
は
全
額
を
、
事
業
所
に
つ
い
て
は

１
／
２
を
電
気
料
金
に
還
元
し
、
残
り

の
１
／
２
を
施
設
の
維
持
運
営
費
等
に

充
当
す
る
方
法
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

長
引
く
不
況
で
家
計
の
や
り
く
り
が
大

変
な
状
況
を
考
え
れ
ば
電
気
料
金
と
し

て
還
元
し
た
い
思
い
も
あ
り
、
ま
た
一

方
で
は
、
公
共
事
業
の
削
減
や
民
間
需

要
の
低
迷
な
ど
で
数
多
く
の
企
業
が
非

常
に
厳
し
い
経
営
状
況
下
に
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
事
業
も
実
施
し
た
い

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

思
い
も
あ
り
、
正
直
、
逡
巡
す
る
課
題

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
が
明
け
て
経

済
産
業
省
が
、
現
行
の
交
付
金
制
度
を

抜
本
的
に
改
革
す
る
方
針
を
固
め
た
と

新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

市
町
村
合
併
を
見
据
え
た
制
度
の
運
用

方
針
が
示
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
方
向
が
見

づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

背
景
の
中
、
先
般
、
む
つ
商
工
会
議
所

よ
り
、
交
付
金
の
使
途
は
５
号
方
式
を

選
択
し
て
欲
し
い
旨
の
要
請
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
、
こ
こ
１
・
２

年
市
民
の
み
な
さ
ま
に
も
痛
み
を
強
い

ざ
る
を
得
な
い
財
政
事
情
等
を
合
わ
せ

考
え
ま
す
と
、
ご
理
解
が
得
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
平
成
16
年
度
と
17
年
度
の

２
年
間
に
限
っ
て
は
、
一
般
家
庭
に
は

全
額
、
事
業
所
に
つ
い
て
は
半
分
を
電

気
料
金
と
し
て
還
元
す
る
方
法
を
採
用

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
度
以
降
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
制
度

を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
誕
生
す
る
で
あ

ろ
う
新
市
に
お
い
て
、
お
取
り
決
め
い

た
だ
く
べ
き
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
15
年
度
の
市
政
運
営
に

臨
む
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
で
市
制
44
周

年
を
迎
え
る
む
つ
市
の
歩
み
を
季
節
に

例
え
て
み
れ
ば
、
今
は
、
一
年
の
う
ち

で
最
も
夜
が
長
く
な
る
冬
至
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
冬
至
が
過
ぎ
れ
ば

一
陽
来
復
と
い
う
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
す

よ
う
に
、
新
し
い
春
が
巡
っ
て
く
る
こ

と
を
心
に
期
し
て
市
政
運
営
に
当
た
っ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
議
員
な
ら
び
に
市
民
の
み
な
さ
ま

に
は
重
ね
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

【計量器検査日程】

〈詳しくは〉

市商工観光課商工労政係

�22-1111内線543

　
県
計
量
検
定
所
で
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
平
成
15
年
度
の
計
量
器
（
は
か
り
）

の
定
期
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
検
査
は
、
鮮
魚
・
青
果
・
精
肉
や

薬
な
ど
の
商
取
引
に
使
用
す
る
は
か
り

を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
多
く
の
ス
ー

パ
ー
や
商
店
、
薬
局
な
ど
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
検
査
を
受
け
ず
に
は
か
り
を

使
っ
た
り
、
不
合
格
器
物
を
使
っ
て
い

る
と
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

は
か
り
を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず
に
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
く
の
は
か
り
は
大
丈
夫
？

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

月　日

５月19日（月）

５月20日（火）

５月21日（水）

５月22日（木）

５月23日（金）

時　間

11:00～ 12:00

13:30～ 14:30

9:30～ 10:30

11:00～ 12:00

13:00～ 15:00

9:30～ 12:00

13:00～ 15:00

9:30～ 12:00

13:00～ 15:00

9:30～ 12:00

場　所

近　川　集　会　所

関根浜漁民研修センター

城 ケ 沢 集 会 所

市 学 習 セ ン タ ー

海上自衛隊大湊総監部

市 　 公 　 民 　 館

市　役　所　車　庫

イ ベ ン ト 広 場
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各
委
員
長
報
告

交
通
問
題
対
策

特

別

委

員

会

▼
審
査
事
件

　
第
162
回
定
例
会
（
平
成
11
年
12
月

17
日
）
付
託
事
件

（
１
）
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
湊
線
問
題
の
対

策
に
つ
い
て

（
２
）
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
建
設
促

進
対
策
に
つ
い
て

▼
審
査
の
経
過

　
２
月
25
日
に
委
員
会
を
開
き
、
企

画
部
長
ほ
か
関
係
説
明
員
の
出
席
を

求
め
て
、
経
過
報
告
と
そ
の
後
の
対

策
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

▼
審
査
の
概
要

　
企
画
部
か
ら
、
次
の
と
お
り
報
告

が
あ
っ
た
。

（
１
）
Ｊ
Ｒ
大
湊
線
に
つ
い
て

①
運
行
状
況
に
つ
い
て

　
前
委
員
会
で
の
報
告
以
後
、
11

月
か
ら
１
月
31
日
ま
で
の
運
行
状

況
に
つ
い
て
は
、
規
制
日
数
が
19

日
で
、
運
休
本
数
は
34
本
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
12
月
の
降
雪
に
よ
る
運

休
が
２
本
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
４
月
か
ら
こ
れ
ま

で
の
運
行
状
況
を
昨
年
度
と
比
較

す
る
と
、
昨
年
度
の
同
期
間
の
規

制
日
数
が
21
日
で
、
踏
切
事
故
等

の
運
休
を
除
い
た
風
規
制
に
よ
る

運
休
本
数
は
94
本
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
の
規
制
日
数
は
25
日
で
、

運
休
本
数
は
69
本
で
あ
っ
た
。

　
規
制
日
数
が
増
加
し
、
運
休
本

数
が
減
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
運

転
が
規
制
さ
れ
る
風
速
20
m/s
以
上

の
強
風
の
日
が
昨
年
11
月
に
多

か
っ
た
こ
と
、
逆
に
運
休
と
な
る

風
速
25
m/s
以
上
の
日
が
期
間
を
通

し
て
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

②
要
望
活
動
に
つ
い
て

　
特
に
報
告
事
項
は
な
か
っ
た

（
２
）
下
北
半
島
縦
貫
道
路
に
つ
い
て

①
要
望
活
動
に
つ
い
て

　
特
に
報
告
事
項
は
な
か
っ
た

　
委
員
か
ら
、
下
北
半
島
縦
貫
道

路
の
工
事
区
間
を
現
地
視
察
し
た

い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
が
、
工

事
の
進
捗
率
等
を
把
握
の
う
え
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
正
副
委

員
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

公
　
害
　
対
　
策

特

別

委

員

会

▼
審
査
事
件

　
第
162
会
定
例
会
（
平
成
11
年
12
月

17
日
）
付
託
事
件

（
１
）
公
害
発
生
状
況
お
よ
び
対
策
に

つ
い
て

（
２
）
河
川
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い

て

（
３
）
核
燃
料
等
保
管
施
設
に
お
け
る

安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
審
査
の
経
過

　
２
月
25
日
に
委
員
会
を
開
き
、
企

画
部
長
、
民
生
部
長
ほ
か
関
係
説
明

員
の
出
席
を
求
め
て
、
事
情
を
聴
取

し
審
査
し
た
。

▼
審
査
の
概
要

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
、
所

管
の
各
部
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
が

あ
っ
た
。

（
１
）
日
本
原
子
力
研
究
所
む
つ
事
業

所
に
係
る
立
ち
入
り
調
査
等
に
つ

い
て

　
前
回
の
委
員
会
開
催
以
降
、
同

事
業
所
に
係
る
立
ち
入
り
調
査
は

な
か
っ
た
が
、
旧
原
子
力
船
『
む

つ
』
か
ら
使
用
済
み
燃
料
を
抜
き

取
る
際
に
船
上
に
設
け
た
補
助
建

屋
等
の
解
体
工
事
が
２
月
初
め
か

ら
行
わ
れ
、
２
月
末
を
も
っ
て
終

了
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
解
体
工
事
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
補
助
建
屋
を
数
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
し
、
鉄
骨
部
材
を
解
体

す
る
方
法
に
よ
り
、
発
生
す
る
金

属
類
約
250
ｔ
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
回

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
は
産
業
廃

棄
物
と
し
て
処
理
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

（
２
）
河
川
等
の
水
質
状
況
に
つ
い
て

　
１
月
22
日
、
積
雪
で
採
水
不
能

の
２
河
川
を
除
く
７
河
川
15
か
所

を
採
水
測
定
し
た
結
果
、
前
回
報

告
分
と
比
較
し
て
Ｂ
О
Ｄ
の
値
に

多
少
の
増
減
が
あ
る
も
の
の
、
比

較
的
安
定
し
た
数
値
で
特
に
大
き

な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
４
月
１

日
か
ら
下
水
道
が
一
部
供
用
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
河
川
の
数

値
等
も
変
わ
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
浄
化
対
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

の
補
助
金
交
付
申
請
は
、
２
月
19
日

現
在
で
227
基
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー

ム
株
式
会
社
と
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー

ド
株
式
会
社
の
11
月
か
ら
１
月
ま

で
の
排
出
水
の
水
質
測
定
結
果
に

つ
い
て
は
、
２
社
と
も
公
害
防
止

協
定
書
に
定
め
る
排
出
基
準
値
内

で
あ
る
。

　
ま
た
、
ア
ツ
ギ
む
つ
株
式
会
社

む
つ
事
業
所
の
11
月
か
ら
１
月
ま

で
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
も
、
水

質
汚
濁
防
止
法
の
排
出
基
準
値
内

で
あ
り
、
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

（
３
）
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
係
る
水
質
検
査

等
に
つ
い
て

①
焼
却
施
設
排
水
、
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
放
流
水
お
よ
び
焼
却
施

設
に
お
け
る
排
ガ
ス
検
査
に
つ
い

て
、
昨
年
の
７
月
と
９
月
に
42
項

目
を
検
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

基
準
値
を
下
回
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
旧
荒
川
処
分
場
お
よ
び

旧
滝
ノ
沢
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

は
、
平
成
13
年
度
に
県
か
ら
廃
止

の
確
認
を
受
け
て
い
る
が
、
溶
解

性
鉄
分
が
基
準
値
を
超
え
て
い
る

の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
調
査
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
焼
却
施
設
の
排
ガ
ス
の

処
理
に
つ
い
て
は
、
同
施
設
が
昨

年
の
12
月
１
日
で
廃
止
と
な
っ
た

が
、
検
査
結
果
で
は
排
ガ
ス
中
の

ば
い
じ
ん
量
が
基
準
を
上
回
っ
て

い
た
。

②
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
地
下
水

水
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

基
準
値
内
で
あ
っ
た

③
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
周
辺
井

戸
水
水
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
今
泉

の
一
地
区
で
pH
値
が
基
準
よ
り
高

く
な
っ
て
い
た
が
、
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て

は
、
測
定
結
果
を
踏
ま
え
応
分
の
化

学
処
理
に
よ
り
基
準
値
を
ク
リ
ア

し
た
う
え
で
放
流
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
他
の
自
然
的
要
因
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
地
域
住
民
へ
は
飲

用
の
際
の
注
意
等
啓
蒙
を
図
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

④
旧
処
分
場
に
係
る
水
質
検
査
に
つ

い
て
は
、
浅
沢
川
河
川
水
お
よ
び

議 会 だ よ り

第 175 回定例会

　
む
つ
市
議
会
第
175
回
定
例
会
が
、
去
る
３
月

７
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
43
議
案
２
報
告
が
上
程
さ
れ
、審
議
の
結
果
、

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



( 1 6 )

旧
処
分
場
さ
く
井
工
事
後
の
地
下

水
は
す
べ
て
基
準
値
内
で
あ
っ
た

が
、
奥
内
地
区
飲
用
井
戸
水
の
pH

値
が
地
域
全
体
で
高
目
だ
っ
た
た

め
、
今
後
も
継
続
し
て
調
査
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑤
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定
結
果

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
基
準
値
以

下
で
あ
っ
た
。

⑥
ご
み
不
法
投
棄
処
理
状
況
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て

７
件
減
の
17
件
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
同
一
か
所
で
の
処
理
日
数
が

か
か
り
、
総
体
的
に
は
前
年
度
同
様

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
政
だ

よ
り
等
を
活
用
し
な
が
ら
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
対
応
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

▼
審
査
事
件

　
第
167
回
定
例
会
（
平
成
13
年
３
月

16
日
）
付
託
事
件

（
１
）
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て

▼
審
査
の
経
過

　
２
月
26
日
に
委
員
会
を
開
き
、
市
長

は
じ
め
助
役
、
収
入
役
、
総
務
部
長
、

企
画
部
長
ほ
か
関
係
説
明
員
の
出
席
を

求
め
て
、
事
情
を
聴
取
し
審
査
し
た
。

　
な
お
、
委
員
会
を
開
く
前
に
、
原
子

力
安
全
委
員
会
事
務
局
審
査
指
針
課

安
全
調
査
副
管
理
官
の
佐
治
悦
郎
氏

ほ
か
を
招
き
『
金
属
製
乾
式
キ
ャ
ス

ク
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
た

め
の
安
全
審
査
指
針
』
に
つ
い
て
研

修
会
を
行
な
っ
た
。

　
ま
た
、
去
る
２
月
13
日
に
、
日
立

造
船
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ア
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
熊
本
県
玉
名

郡
長
洲
町
）
の
乾
式
キ
ャ
ス
ク
の
製

造
工
場
を
視
察
し
、
フ
ィ
ン
溶
接
、
プ

ラ
グ
仮
付
け
検
査
溶
接
お
よ
び
γ
線

遮
へ
い
性
能
検
査
の
作
業
工
程
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
翌
14
日
に

は
、
国
内
に
お
け
る
原
子
力
関
連
施

設
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
日

本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
東
海
第
二

発
電
所
（
茨
城
県
那
珂
郡
東
海
村
）
を
訪

れ
、
乾
式
キ
ャ
ス
ク
に
よ
る
貯
蔵
施

設
、
原
子
炉
建
屋
お
よ
び
建
屋
内
使

用
済
み
燃
料
冷
却
プ
ー
ル
等
を
視
察

し
、
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
原
子

力
関
連
施
設
の
立
地
に
か
か
る
地
域

住
民
お
よ
び
議
会
の
対
応
等
の
情
報

収
集
の
た
め
、
東
海
村
議
会
を
訪
れ

て
、
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会

の
委
員
と
意
見
交
換
会
を
行
な
っ
た
。

▼
審
査
の
概
要

　
市
長
は
、
去
る
１
月
21
日
の
関
根

浜
漁
業
協
同
組
合
の
役
員
会
で
、
立

地
可
能
性
調
査
の
海
上
音
波
探
査
に

つ
い
て
協
力
依
頼
を
申
し
上
げ
、
十

分
な
理
解
が
得
ら
れ
た
と
の
考
え
を

示
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
漁
協
の

考
え
を
尊
重
し
、
協
議
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
市
民
に
対
し
て
は
、
仮
称
市

民
勉
強
会
等
の
機
会
を
通
じ
て
説
明

を
行
な
っ
て
い
き
、
各
層
の
意
見
を

拝
聴
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

の
方
針
を
示
し
た
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
16

年
３
月
31
日
の
間
に
お
け
る
市
長
の

給
料
月
額
を
25
％
、
助
役
の
給
料
月

額
を
20
％
、
収
入
役
、
公
営
企
業
管

理
者
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
月
額
を

15
％
減
額
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
下
水
道
使
用
料
を
職
員
の
給
与
か

ら
控
除
で
き
る
こ
と
と
す
る
た
め
の

も
の
　

▼
む
つ
市
育
英
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
当
市
の
人
材
育
成
に
と
い
う
趣
意

を
も
っ
て
、
故
・
松
島
静
吾
氏
を
偲

ぶ
会
か
ら
17
万
５
千
２
３
２
円
、
東

北
電
力
株
式
会
社
む
つ
営
業
所
ふ
れ

あ
い
感
謝
デ
ー
実
行
委
員
会
か
ら
３

万
円
の
寄
附
を
受
け
た
の
で
、
こ
れ

を
育
英
基
金
に
組
み
入
れ
、
有
効
な

管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
お
よ
び
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
５
５
１
万
５

千
円
を
繰
り
入
れ
る
た
め
の
も
の
　

▼
む
つ
市
地
域
産
業
振
興
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
基
金
の
処
分
に
係
る
事
業
に
福
祉

対
策
関
係
事
業
を
追
加
す
る
た
め
の

も
の

▼
む
つ
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
料
の
額
を
定
め
る
た

め
の
も
の

▼
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
医

療
に
係
る
退
職
被
保
険
者
等
の
一
部

負
担
金
の
割
合
が
改
め
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の

も
の

▼
む
つ
市
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
む
つ
市
学
習
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
む
つ
市
公
民
館
の
使
用
料
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
む
つ
市
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
の
ス

キ
ー
リ
フ
ト
の
使
用
料
を
改
定
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
む
つ
市
民
体
育
館
の
使
用
料
を
改

定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
城
ヶ
沢
地
区
集
会
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
む
つ
市
城
ヶ
沢
地
区
集
会
所
の
使

用
料
を
改
定
し
、
そ
の
他
条
文
整
備

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
使
用

料
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
老
人
憩
の
家
の
使
用
料
を
改
定
す

る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
公
園
で
の
営
業
等
に
係
る
使
用
料

お
よ
び
公
園
の
有
料
施
設
に
係
る
使

用
料
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
係
る
利

用
料
金
限
度
額
を
改
定
す
る
た
め
の

も
の

▼
む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
う
ち

市
指
定
ご
み
袋
の
料
金
お
よ
び
一
般

廃
棄
物
処
理
業
許
可
手
数
料
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
む
つ
市
斎
場
を
市
民
以
外
の
方
が

使
用
し
た
場
合
の
使
用
料
を
改
定
す

る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
墓
地
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
む
つ
市
墓
地
公
園
の
埋
葬
場
所
使

用
料
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
牧
野
設
置
条
例
の
一
部
を
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改
正
す
る
条
例

　
む
つ
市
営
牧
野
の
使
用
料
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の
　

▼
む
つ
市
観
光
物
産
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
む
つ
下
北
観
光
物
産
館
の
利
用
料

金
限
度
額
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
21
農
業
・
農

村
活
性
化
事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

　
農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
図
る
と
い

う
基
金
の
設
置
目
的
が
達
成
さ
れ
た
た

め
、
基
金
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃

止
と
な
る
む
つ
市
立
関
根
保
育
所
に
つ

い
て
、
廃
止
後
の
当
該
建
物
を
地
権
者

に
無
償
で
譲
渡
す
る
た
め
の
も
の

▼
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

　
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
が

共
同
処
理
す
る
事
務
の
う
ち
、
電
子

計
算
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管
理

運
営
に
関
す
る
事
務
を
平
成
15
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に

伴
い
、
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
協
議

が
あ
っ
た
も
の

▼
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
等
組

合
の
ホ
テ
ル
ア
ー
デ
ン
事
業
廃
止
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
ホ

テ
ル
ア
ー
デ
ン
の
事
業
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
財
産
処
分
に
つ

い
て
協
議
が
あ
っ
た
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す
る
者

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

と
な
る
吉
井
寛
司
委
員
を
再
推
薦
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
る

た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す
る
者

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

と
な
る
中
村
芳
子
委
員
を
再
推
薦
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
る

た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す
る
者

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

と
な
る
竹
澤
笑
美
子
委
員
を
再
推
薦

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め

る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す
る
者

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

と
な
る
二
本
柳
興
一
委
員
の
後
任
と
し

て
澁
谷
博
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
意
見
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す
る
者

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

と
な
る
折
舘
博
委
員
を
再
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
る
た

め
の
も
の

▼
平
成
14
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
２
億
２
千
５
５
６
万
２
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
平
成
14
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
１
２
８

万
５
千
円
の
減
額
補
正
）

▼
平
成
14
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
３
千
４
６
４
万
１

千
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
14
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　
平
成
14
年
度
決
算
見
込
み
に
よ
り

補
正
す
る
も
の

▼
平
成
15
年
度
む
つ
市
各
会
計
予
算

（
４
月
10
日
発
行
の
本
紙
に
掲
載
）

議
員
提
出
議
案

▼
医
療
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書

▼
イ
ラ
ク
問
題
の
平
和
的
解
決
を
求
め

る
意
見
書

報
　
告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
等

組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

に
つ
い
て
、
組
合
の
事
務
所
の
位
置

お
よ
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
協
議

が
あ
っ
た
が
、
平
成
15
年
３
月
中
に

県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
専
決
処
分
し
た
も
の

一
　
般
　
質
　
問

一
般
質
問
は
３
月
13
日
（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
村
中
徹
也

▼
経
済
、
雇
用
問
題
に
つ
い
て

・
市
内
の
経
済
状
況
の
認
識
に
つ
い
て

・
市
内
企
業
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

・
誘
致
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
新
卒
高
校
生
の
就
職
対
策
に
つ
い
て

・
中
高
年
齢
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

◎
中
村
正
志

▼
平
成
15
年
度
市
長
の
一
般
施
政
方

針
に
つ
い
て

・
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
市
長
の

政
治
姿
勢
を
伺
う

◎
新
谷
昭
二

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

に
つ
い
て

・
同
施
設
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
社
会
保
障
問
題
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
の
一
括
同
意
書
提
出
な
ど

に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
の
資
格
証
明
書
お
よ

び
短
期
被
保
険
者
証
発
行
に
つ
い
て

・
市
税
の
減
免
に
つ
い
て

・
乳
幼
児
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

◎
高
田
正
俊

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

問
題
に
つ
い
て

・
同
施
設
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
の
対
応
姿
勢
を
伺
う

▼
平
成
15
年
度
市
長
の
一
般
施
政
方

針
に
つ
い
て

・
同
方
針
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う

▼
構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
つ
い
て

・
同
法
に
対
す
る
認
識
を
伺
う

・
チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
実
現
に
向
け
た

教
育
特
区
指
定
申
請
の
構
想
を
伺
う
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線732 市公民館 �24-1224
　保健体育課 内線742 市立図書館 �28-3500
※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり春です！ 気分も新たに

生涯学習を始めましょう！

　
一
言
で
生
涯
学
習
と
い
っ
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
な

ら
何
か
ら
始
め
ま
す
か
。
市
内
で
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
主
な
学
習
機
会
、
施

設
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

　
な
お
、
講
座
の
時
期
や
募
集
内
容
に

つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
本
紙
や
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

要
項
を
よ
く
ご
覧
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。趣

味
・
学
習

【
む
つ
市
民
大
学
】

　
健
康
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
今
日

的
課
題
を
学
ん
だ
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
料
理
、
手
工
芸
や
外
国
語
な
ど
の

講
座
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
４

【
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
サ
ー
ク
ル
へ
参
加

し
て
、
心
身
の
発
達
と
爽
快
感
を
体
感
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
保
健
体
育
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
４
２

【
む
つ
市
Ｉ
Ｔ
講
習
会
】

　
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
的
な
操
作
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
初
心

者
コ
ー
ス
、
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス
、
表
計

算
コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
４

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

菜の花フェスティバル in 横浜

天 王 つ つ じ ま つ り

旧 家 ・ 庭 園 め ぐ り

第４回八戸YOSAKOIまつり

2 0 0 3 津軽五大民謡大会

期　　日

５月17日・18日

５月中旬～下旬

５月24日・25日

５月11日

５月５日

開　催　地

（ 横 浜 町 ）

（ 七 戸 町 ）

（ 尾 上 町 ）

（ 八 戸 市 ）

（ 弘 前 市 ）

お問い合わせ

横 浜 町 水 産 商 工 課

七戸町商工観光課

尾 上 町 商 工 会

八 戸 市 観 光 課

陸奥新報社事業本部

電話番号

0 1 7 5 - 7 8 - 2 1 1 1

0 1 7 6 - 6 2 - 9 7 0 3

0 1 7 2 - 5 7 - 2 3 1 7

0 1 7 8 - 4 3 - 2 1 1 1

0 1 7 2 - 3 4 - 3 1 1 1

【
生
き
が
い
サ
ー
ク
ル
】

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
し

て
活
け
花
、
手
芸
、
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ

ケ
、
習
字
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

�

22－

１
１
１
１
内
線
８
６
２

【
放
送
大
学
】

　
通
信
制
の
大
学
で
、
自
宅
で
授
業

を
受
け
な
が
ら
単
位
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７
２－

38－

０
５
０
０

【
婦
人
学
級
】

　
自
主
運
営
で
町
内
ご
と
に
学
習
会

や
趣
味
、
料
理
な
ど
の
学
習
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
４

【
若
者
の
た
め
の
教
養
講
座
】

　
茶
道
、
華
道
、
着
付
け
と
い
っ
た
教
養

を
身
に
付
け
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

と
お
し
て
仲
間
づ
く
り
も
で
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

�

24－

２
４
１
０

【
自
然
体
験
教
室
】

　
自
然
の
中
で
の
体
験
を
と
お
し
て

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
子
ど
も
同
士
の

友
情
を
育
み
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
少
年
自
然
の
家

�

34－

５
８
５
８

【
公
民
館
サ
ー
ク
ル
】

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
の
修
了
生
が
中
心

に
な
っ
て
、
主
に
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
４

※
そ
の
他
サ
ー
ク
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
市
生
涯
学
習
課
ま
で

関
連
施
設

・
市
立
図
書
館

幅
広
い
情
報
と
知
識
の
習
得
に

�

28－

３
５
０
０

・
市
公
民
館

学
習
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に

�

24－

１
２
２
４

・
む
つ
市
文
化
財
収
蔵
庫

郷
土
の
歴
史
・
民
俗
資
料
の
展
示

�

29－

３
６
６
９

・
下
北
文
化
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
や
科
学
展
示

�

22－

８
４
１
１

・
む
つ
科
学
技
術
館

科
学
の
不
思
議
や
素
晴
ら
し
さ
を

見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
体
験
施

設
で
す
。

�

25－

２
０
９
１
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江
戸
時
代
に
な
る
と
、
観
音
さ
ま
が

民
衆
救
済
の
た
め
三
十
三
の
化
身
と

な
っ
て
示
現
す
る
と
い
う
観
音
信
仰
が

流
行
し
、
観
音
さ
ま
の
縁
起
を
持
つ
聖

地
・
霊
場
を
巡
拝
す
る
巡
礼
が
、
下
北

地
方
で
も
誕
生
し
た
。

　
南
部
藩
で
は
、
永
正
九
（
一
五
一
二
）

ぬ
か

べ

年
の
観
光
上
人
に
よ
る
糠
部
巡
礼
が

も
っ
と
も
古
く
、
寛
保
三
（
一
七
四
三
）

そ
く

よ

し
ゅ
さ
い

年
の
則
誉
守
西
上
人
に
よ
る
糠
部
巡
礼

が
一
般
的
で
あ
る
。

　
下
北
地
方
で
は
、
む
つ
市
円
通
寺
の

慈
眼
堂
に
、
当
地
の
巡
礼
を
裏
づ
け
る

『
田
名
部
海
邉
三
十
三
番
順
禮
札
所
』
と

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
12
）

〜
『
田
名
部
海
辺
三
十
三
番
順
禮
札
所
』
標
示
板
（
民
俗
資
料
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

へ
ん
が
く

記
さ
れ
た
偏
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
偏
額
に
基
づ
い
た
巡
礼
が
、
こ
の

た
び
上
梓
し
た
『
下
北
半
島
三
十
三
ヶ

所
観
音
霊
場
巡
り
』
で
あ
る
。
偏
額
に

は
一
番
札
所
の
円
通
寺
か
ら
三
十
三
番

札
所
、
恐
山
ま
で
の
霊
場
が
記
さ
れ
〜

（
滝
尻
善
英
氏
著
よ
り
）。

　
な
お
、
こ
の
偏
額
の
末
文
に
寛
政
八

丙
辰
年
五
月
十
二
日
施
主
　
二
世
安
楽
、

と
あ
っ
て
、
一
七
九
六
年
に
先
祖
供
養

の
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
、
民
俗
文
化
財
と

し
て
市
の
指
定
に
な
っ
て
い
る
。

春
　
夏
　
秋
　
冬

・
旅
慣
れ
ぬ
吾
を
出
迎
え
男
の
孫
が
大
き
体
に
手
を
振
る
ホ
ー
ム

岩
　
渕
　
　
　
辰

・
平
服
で
春
秋
の
間
に
お
待
ち
し
き
昭
和
天
皇
あ
の
日
健
や
か

小
笠
原
　
　
　
明

み

つ

・
小
国
が
大
国
に
呑
ま
れ
ゆ
く
さ
ま
を
世
界
は
凝
視
む
終
戦
待
ち
て

相
　
良
　
　
　
茂

あ
し
た

・
カ
ラ
カ
ラ
と
犬
踏
む
氷
ひ
び
わ
れ
て
音
も
凍
る
か
寒
い
朝
に

長
谷
川
　
律
　
子

・
春
灯
や
引
越
し
の
荷
の
片
付
か
ず

三
　
上
　
敦
　
子

・
校

庭

に

自

転

車

一

台

春

灯

葛
　
西
　
深
生
子

　
平
成
15
年
度
に
市
内
で
開
催
さ
れ
る

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
日
程
を
掲
載

し
た
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
次
の
場

所
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

・
市
役
所
市
民
相
談
室

・
各
連
絡
所

・
市
公
民
館

・
市
立
図
書
館

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
市
民
体
育
館

・
運
動
公
園
管
理
棟

〈
詳
し
く
は
〉

市
保
健
体
育
課
体
育
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
４
２

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す

教
養
講
座
受
講
者
募
集

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
『
茶
道
』

『
華
道
』『
着
物
着
付
』
の
３
講
座
を
10

回
に
渡
っ
て
開
き
ま
す
。

　
各
講
座
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
着
物
着
付
を
除
く
講
座
で
は
、
特
に
男
性

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
対
象
〉

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
15

才
以
上
の
男
女

〈
受
講
料
〉
無
料

※
材
料
費
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す

〈
申
込
締
切
〉
５
月
15
日
（
木
）

〈
募
集
人
員
〉
各
講
座
と
も
20
名

◎
茶
道
（
表
千
家
）

５
月
21
日
〜
７
月
23
日

（
毎
週
水
曜
日
）
午
後
７
時
〜
９
時

※
材
料
費
…
１
回
に
つ
き
300
円

◎
華
道
（
池
坊
）

５
月
22
日
〜
７
月
24
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
７
時
〜
９
時

※
材
料
費
…
１
回
に
つ
き
900
円

◎
着
物
着
付

５
月
23
日
〜
７
月
25
日

（
毎
週
水
曜
日
）
午
後
７
時
〜
９
時

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

24－

２
４
１
０

俳　句 短　歌

『田名部海辺三十三番順禮札所』標示板
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

５月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

オキーフの恋人オズワルド追憶 上・下

霧のむこうに住みたい

ミ ヤ マ カ ラ ス ア ゲ ハ

沈 船 検 死

今読めない読みたい本

謀 将 石 川 数 正

贄 門 島  上 ・ 下

われ沽券にかかわらず

悦 び の 流 刑 地

か え っ て い く 場 所

リ ド ル ・ ロ マ ン ス

雲 の 影

犬 吉

家 康 と 権 之 丞

ラ ス ト ボ ー ル 伝 説

十 八 面 の 骰 子

キ ン グ

愛と悔恨のカーニバル

宗 旦 狐

愛 が な ん だ

手 紙

上高地の切り裂きジャック

人 間 の 条 件  上 ・ 下

わ た く し の 旅

間 奏 曲

ジ ャ ン ヌ 、 裁 か る る

壊れるほど近くにある心臓

辻 　 仁 成

須 賀 敦 子

文 芸 春 秋

曽 野 綾 子

出久根　達　郎

南 原 幹 雄

内 田 康 夫

渡 辺 房 男

岩　井　志麻子

椎 名 　 誠

西 澤 保 彦

花 村 萬 月

諸 田 玲 子

火 坂 雅 志

川 上 健 一

森 福 　 都

堂 場 瞬 一

打 海 文 三

澤　田　ふじ子

角 田 光 代

東 野 圭 吾

島 田 荘 司

森 村 誠 一

池　波　正太郎

赤 川 次 郎

楠 見 朋 彦

佐 藤 智 加

【 文　　　　　学 】 武 蔵 と 小 次 郎

ア リ ス の 夜

桃 幻 記

路 面 電 車

魔 性 の 馬

バニー・レークは行方不明

みんなワッフルにのせて

ダ ー ク ラ イ ン

ス パ イ た ち の 夏

知 識 の 灯 台

おもしろ図書館であそぶ

日 本 発 ！ 世 界 技 術

田中耕一の『自分を活かす』術

会社はこれからどうなるか

健 康 診 断

痛みのレディスクリニック

もう抗生物質では治らない

ある日、化学物質過敏症

つかいこなせば豊かな日本語

全身ピカピカ！ボディケア

園 芸 入 門

クジャクサボテン・月下美人12カ月

津 本 　 陽

三 上 　 洸

辻 井 　 喬

クロード・シモン

ジョセフィン・テイ

イヴリン・パイパー

ポリー・ホーヴァート

ジョー・Ｒ・ランズデール

マイケル・フレイン

デレク・フラワー

毎 日 新 聞 社

溝 口 　 敦

大 冨 敬 康

岩 井 克 人

伊 藤 幸 夫

上 坊 敏 子

マイケル・シュナイアソン

山 内 稚 恵

日本放送出版協会

池 田 書 店

日本放送出版協会

三 橋 　 博

【図書館・読書】

【経済・法律・ビジネス】

【医学・病気・医療】

【 言 語 ・ 語 学 】

【生活・美容・健康】

【 趣 味 ・ 娯 楽 】

庭 を リ フ ォ ー ム す る

み そ で つ く る 元 気 食

テ ロ の 帝 国 ア メ リ カ

戦 争 の 甘 い 誘 惑

ＮＰＯ法人なるほどＱ＆Ａ

胡 錦 涛

私 は 韓 国 を 変 え る

デジカメとパソコンとプリンターを上手につかう本

デジカメ・スキャナ＋パソコン活用入門

家庭で２台以上のパソコンをつなぐ本

ふ ゆ の お ば け

10ぴきのかえるざんざんやまへ

ねぎぼうずのあさたろう その４

ウォ－ターハウス・ホーキンズの恐竜

よ く ば り す ぎ た ね こ

ブターラとクマーラベッタベタ

ペットになりたいねずみ

子どものホ・ン・ネ辞典

ともだちからともだちへ

最新こどもおもしろ学習館

お み や げ っ て い い な

も う ひ と り の 息 子

雲のオオカミ 崖の国物語外伝

かっぱ印川あそびブック

世 界 文 化 社

誠 文 堂 新 光 社

Ｎ．チョムスキー

クリス・ヘッジス

熊 谷 則 一

楊 　 中 美

廬 　 武 鉉

辰 巳 出 版

成 美 堂 出 版

辰 巳 出 版

せ な け い こ

仲 川 道 子

飯 野 和 好

ブライアン・セルズニック

さ と う わ き こ

高 畠 　 純

ローレン・チャイルド

クロディーヌ・デマルト

ティファニー・ビーク

主 婦 と 生 活 社

宮 川 ひ ろ

ドリット・オルガット

ポール・スチュワート

阿 部 夏 丸

【 料理・グルメ 】

【 政治・社会・時事 】

【技術・テクノロジー】

【 児童書・絵本 】

水

7
14
21
28

金

2
9
16
23
30

土

3
10
17
24
31

木

1
8
15
22
29

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27
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　大学を卒業してから、1か所で長期間暮らしたことありませ

ん。３年間ボストンで暮らした後、京都、コネチカットで暮ら

し、現在むつ市で暮らしています。この１か所にとどまらない

生活は、一時的にむつ市で止まっています。むつ市での生活は

21か月が過ぎ、あと15か月残っています。むつの土地に私の

根が生えているようです。アメリカでは、アルバイトしかした

ことがありませんが、初めての就職が日本でした。友達の話を

聞いて、何となくアメリカでの職業生活がわかりますが、直接

の経験はまだありません。

　とにかく、現在の（仕事）生活は忙しいです。ほとんど毎日、

職場での仕事が終わってからもほかに仕事のような用事があり

ます。去年はスケジュールにもっと余裕があり、日常業務は今

ほど決まっていませんでした。毎日、新しいシーツを敷いたひ

んやりとすがすがしいベッドの様に楽しみな感じがありまし

た。しかし、だんだんひんやりとした感じが減り、生ぬるく、

そして少しだけ猛烈な退屈に落ちいってしまいました。日常生

活を一日一日過ごし、中途半端に安心して生活するのが癖とな

りました。

　この機械的な生活が不満となり、日本にいる限りたくさんの

ことをやりたいし、日本についてもっと勉強したいと思い始め
てん

ました。日本料理、篆刻、日本語、たくさんのことについてもっ

と知りたいと思います。しかし、どれもおしみなく献身するこ

とが必要と思いますが、現在のスケジュールでは時間が足りま

せん。仕方のない事ですが、一日の時間がもっとあれば便利だ

なと思っています。毎日国際交流的な仕事で忙しいことは良い

と思いますが、たまに日常生活を繰り返すことで自己満足して

しまうこともあります。毎日毎日ある程度運がいいと言うこと

を認めなければなりません。

　他方では、現在の巡回的なスケジュールのおかげで、いつも

接する人との人間関係が深い仲になることができるようになり

ました。この人間関係が国際交流の『中心』ではないかと思い

ます。もちろん、仲良くなれない人もいますが、すごく仲良い

関係でも誤解、けんかもあるでしょう。さらに、この人間関係

に関して皆と同じようにたくさん失敗してしまいますが、その

体験を使ってもっと賢明な理解のある人になりたいと思いま

す。

　国際交流をしながら、日本人がどのように人間関係を築き、

また付き合っているかということが分かってきました。また、

Variety is the Spice of Life?

下北文化会館・大ホール５月の催し物案内

�11日（日）17:00～19:15 ………………………………《整理券》

ＮＨＫ『にっぽん愉快家族』公開録画

モノマネ自慢コーナー

出場者募集中！
〈予選会〉５月10日（土）18:00～　下北文化会館

〈詳しくは〉

下北文化会館　�22-8411

　国際交流員

ター・ディビット

日本人同士の関係と、私と日本人との関係が違うことが分かっ

てきました。外国人の私に対する日本人の態度は少し違うのは

当然だと思います。これには良い点と悪い点があります。例え

ば外国人に対して話し方が簡易になってしま

い、時に外国人に対して期待や要求が下げら

れてしまいます。また、日本人にとって当たり

前の事を外国人がやると、大げさに褒めたり

します。私は国際交流員として、外国人だから

といって特別扱いされることがだんだん少な

くなるよう努力していきたいと思います。み

なさまのご協力をお願いいたします。

楽しいドイツ語　(初級)
Guten tag

　ドイツ語会話『楽しいドイツ語』では　一緒にドイツ語を勉

強する仲間を募集しています。
アーベー

　ドイツ語は、まったく初めてという方でも大丈夫です。ＡＢ
ツェー

Ｃの読み方から始めます。ドイツ語をこれから始めたい方、ド

イツ語を少し話せる方、ドイツの文化、生活、教育に興味のあ

る方、ヨーロッパ旅行を計画している方ドイツ語を一緒に勉強

しましょう。

　ドイツ語は、ドイツ以外の国でもアルプスの少女ハイジの故郷

スイスや音楽の都ウィーンのあるオーストリア、リヒテンシュタ

イン、南チロル、その他ドイツとの国境地域の国々の一部でも話

されています。ドイツ語を母国語とする人々は１億人を超えてい

ます。ドイツ語を覚えてヨーロッパに行くとたくさんの人達とお

話しができて、きっと世界が広がることでしょう！

　日本語の中にも沢山ドイツ語からの外来語を登山、スキー、

医学用語等から見つけられます。ケルン、ヒュッテ、リュック

サック、ゲレンデ、ボーゲン、パラレルクリスチャニア、カル

テなどなど…。

　「ドイツ語を勉強してみたい」と思ったら下記までご連絡く

ださい。

　　〈い 　 つ〉火曜日　（月２回）午後７時～８時30分

　　〈ど こ で〉下北文化会館

　　〈詳しくは〉�/Fax   23-7730 (中埜)
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TopicsTopics
～写真で見る最近の出来事～

 ４月11日（金）・烏沢小学校集団下校

 ４月15日（火）・山火事防止パレード

 ４月17日（木）・第三田名部小学校交通安全教室
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防
衛
庁
専
用
道
路
利
用
場
の
注
意

　
防
衛
庁
専
用
道
路
内
で
は
、
次
の
事

項
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

①
警
備
員
お
よ
び
交
通
統
制
員
の
指
示
に

従
う
こ
と

②
進
入
禁
止
区
域
が
あ
り
ま
す
の
で
、
案

内
標
識
に
従
っ
て
通
行
す
る
こ
と

③
自
衛
隊
車
両
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、

交
差
す
る
際
は
余
裕
を
持
っ
て
離
合
場

所
で
待
機
す
る
こ
と

④
標
識
に
従
い
、
カ
ー
ブ
の
徐
行
励
行
お

よ
び
警
笛
を
確
実
に
鳴
ら
す
こ
と

⑤
専
用
道
路
上
で
は
駐
停
車
し
な
い
こ
と

⑥
自
動
二
輪
お
よ
び
自
転
車
の
乗
入
れ
は

禁
止
し
ま
す

　
な
お
、
自
衛
隊
の
都
合
に
よ
り
乗
入

れ
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
も
か
ま
ふ
せ
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン

と
釜
臥
山
展
望
台
の
オ
ー
プ
ン
は
５
月

１
日
（
木
）
か
ら
で
す
。
な
お
、
除
雪
の

状
況
に
よ
り
道
路
お
よ
び
施
設
の
開
放

が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　『
か
ま
ふ
せ
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
』
の
中

間
地
点
に
あ
る
『
む
つ
湾
展
望
台
』
ま

で
は
24
時
間
乗
り
入
れ
が
可
能
で
す
が
、

『
む
つ
湾
展
望
台
』
か
ら
『
釜
臥
山
展
望

台
』
ま
で
は
従
来
ど
お
り
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま

す
の
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
商
工
観
光
課
観
光
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
５
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近
年
、
見
か
け
る
こ
と
の
多
い
カ
モ

シ
カ
が
、
今
年
は
特
に
住
宅
密
集
地
や

商
店
街
な
ど
に
も
現
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

　
畑
や
庭
の
植
物
へ
の
被
害
が
あ
る
場

合
は
、
そ
こ
か
ら
出
る
よ
う
に
、
カ
モ

シ
カ
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
小
石
な
ど

を
投
げ
て
追
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

『
ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
』
と
言
う
よ
う
に

素
直
に
出
て
行
き
ま
す
。

　
人
の
い
な
い
時
に
被
害
を
受
け
な
い

よ
う
に
予
防
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

庭
木
で
は
イ
チ
イ
が
好
き
で
す
の
で
、

ネ
ッ
ト
を
掛
け
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

花
壇
で
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
よ
く
被
害

を
受
け
ま
す
。
低
い
柵
だ
と
飛
び
越
え

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
屋
根
型
に

す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
畑
で
は
豆

類
が
好
き
で
、
特
に
ア
ズ
キ
に
は
目
が

な
い
よ
う
で
す
。
広
い
畑
で
は
防
風

ネ
ッ
ト
を
張
る
の
が
効
果
的
で
す
。

　
お
と
な
し
い
動
物
で
、
攻
撃
的
な
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
特
に
被
害

が
な
く
歩
い
た
り
休
ん
だ
り
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
そ
っ
と
し
て
お
く

と
、
や
が
て
山
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　
よ
く
見
る
と
や
さ
し
い
目
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
つ
い
食
べ
物
を
や
っ
た
り
、

傷
つ
い
て
い
た
ら
保
護
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
気
に
な
り
ま
す
が
、
人
の
手
に

慣
れ
て
し
ま
う
と
自
然
の
中
で
暮
ら
す

力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

手
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
別
天
然
記
念
物
で
す
の
で
、

ケ
ガ
を
し
て
い
る
時
や
死
亡
し
て
い
る

の
を
発
見
し
た
時
は
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
自
然
に
生
き
る
カ
モ
シ
カ
と
、
上
手

に
共
存
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
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１
１
１
１
内
線
７
３
３

特
別
天
然
記
念
物

『
カ
モ
シ
カ
』
は
こ
わ
く
な
い

『
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』

交
通
安
全
宣
言
大
会
な
ら
び
に
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
『
平
成
15
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』

が
５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
実

施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
交
通
安

全
宣
言
大
会
と
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
５
月
９
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
〜
マ
エ
ダ
本
店

〈
運
動
の
重
点
〉

①
子
供
と
高
齢
者
の
、
歩
行
中
、
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
３

第
二
田
名
部
小
学
校

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
交
通
規
制
解
除

　
第
二
田
名
部
小
学
校
前
の
十
字
路
か
ら

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
前
ま
で
が
、
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

午
前
７
時
か
ら
８
時
ま
で
自
動
車
通
行
禁

止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
道
路
拡
張

工
事
が
完
了
し
た
た
め
規
制
解
除
と
な
り

ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
警
察
署
交
通
課�

22－

１
３
２
１

『
か
ま
ふ
せ
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
・
釜
臥
山
展
望
台
』

５
月
１
日
オ
ー
プ
ン
！

�
�

施設名

むつ湾展望台

釜臥山展望台

恐山休憩所

冷水地区公衆便所

利用期間

利用時間

5/1～11/3

終　　　日

5/1～11/3

8:30～21:30

5/1～10/31

10:00～16:30

5/1～10/31

終　　　日

備　　考

悪天候などにより閉鎖

することがあります

悪天候などにより臨時休館

することがあります
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下
北
の
財
産
づ
く
り
『
海
と
ロ
マ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
』

　
む
つ
・
下
北
は
『
日
本
海
交
易
』
い
わ

ゆ
る
北
前
船
で
の
交
易
が
盛
ん
で
し
た
。

蔵
が
あ
っ
た
り
、
北
前
船
の
大
福
帳
な

ど
が
あ
っ
た
り
。

　
陸
奥
湾
に
、
白
い
大
き
な
帆
を
広
げ

た
船
が
入
る
た
び
に
、
ガ
ン
コ
船
が
忙

し
く
陸
と
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
山
に
抱
か
れ
海
に
囲
ま
れ

生
活
を
し
て
い
る
私
た
ち
の
故
郷
に
も
、

昔
は
海
と
ロ
マ
ン
に
生
き
た
人
た
ち
が

い
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部
で
は

次
の
テ
ー
マ
で
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

①
海
か
ら
見
た
釜
臥
山
の
麓
の
風
景

②
田
名
部
川
河
口
か
ら
大
湊
地
区
海

浜
地
帯
の
土
地
活
用

　
そ
れ
ぞ
れ
100
年
先
の
人
た
ち
に
届
け

る
こ
と
の
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
資
格
〉

　
下
北
半
島
に
住
ん
で
い
る
か
、
下

北
半
島
に
関
心
の
あ
る
方
。

〈
応
募
作
品
〉

　
絵
、
合
成
写
真
、
作
文
、
小
説
な

ど
、
表
現
方
法
は
自
由
で
す
。

〈
応
募
締
切
〉
５
月
26
日
（
月
）
必
着

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
５－

０
０
８
５

む
つ
市
大
湊
浜
町
19
番
36
号

ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部
・
工
藤
知
彦

�

24－

４
８
９
８

　
春
は
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
は
じ
め
て
の
方
で
も
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
教
室
と
も
参
加
料
は
無
料
で
す
。

　
な
お
、
ラ
ケ
ッ
ト
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
が
、

テ
ニ
ス
教
室
に
参
加
す
る
方
は
、
必
ず
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
参
加
さ
れ
る
方
は
万
一
の
事
故
等
に
備
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
の
方
が
対
象
で
す

◎
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

〈
期
間
〉
５
月
７
日
〜
６
月
18
日

毎
週
水
曜
日

〈
時
間
〉
午
後
７
時
〜
９
時

〈
場
所
〉
運
動
公
園
庭
球
場

〈
定
員
〉

初
級
・
中
級
コ
ー
ス
…
…
…
各
20
名

◎
ナ
イ
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
期
間
〉
５
月
８
日
〜
６
月
19
日

毎
週
木
曜
日

〈
時
間
〉
午
後
７
時
〜
９
時

〈
場
所
〉
市
民
体
育
館

〈
定
員
〉

卓
球
コ
ー
ス
…
…
…
…
…
…
…
30
名

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ス
…
…
…
30
名

女
性
の
方
が
対
象
で
す

◎
レ
デ
ィ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
期
間
〉
５
月
９
日
〜
６
月
20
日

毎
週
金
曜
日

〈
時
間
〉
午
前
10
時
〜
正
午

〈
場
所
〉
市
民
体
育
館

〈
定
員
〉

卓
球
コ
ー
ス
…
…
…
…
…
…
…
30
名

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ス
…
…
…
30
名

◎
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

〈
期
間
〉
５
月
６
日
〜
６
月
17
日

毎
週
火
曜
日

〈
時
間
〉
午
前
10
時
〜
正
午

〈
場
所
〉

前
半
４
回
…
…
…
…
…
市
民
体
育
館

後
半
４
回
…
…
…
運
動
公
園
庭
球
場

〈
定
員
〉
30
名

春
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〜
４
月
28
日
か
ら
受
付
開
始
〜

〈問合せ・申込先〉

市保健体育課体育係

�22-1111内線742
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【ゴールデンウィークイベントのお知らせ】

　当館では、５月３日（祝）・４日（日）・５日（祝）にイベ

ントを行います。今年から５日（こどもの日）のみ、小学生・

中学生は入館料無料となります。また、先着50名のお子さ

まに素敵なプレゼントを用意してお待ちしていますので、

ぜひみなさん、お友達を誘って遊びに来てくださいね！

◎アニメ上映会

 　『おじゃる丸』（20分）

　　《上映時間》①10:00～ ② 12:00～ ③ 13:00～ ④ 14:00～ ⑤ 15:00～

◎ちびっこ工作教室（先着30名）

《受付時間》 9:30～　《開催時間》13:30～14:30

　 ・３日（祝）『光るキーホルダーをつくろう！』　　　　

　 ・４日（日）『オリジナルパズルをつくろう！』　　　　

 　・５日（祝）『オリジナルだるまおとしをつくろう！』　

◎探求コーナー

・『超低温の世界を調べよう』（11:00～11:30・科学実験工房）

・『ミクロの世界を調べよう』（15:00～16:00・２階休憩コーナー）

【探求コーナーのご案内】

　４月から『電気の不思議を調べよう』に替わり『真空の世界

を調べよう』を開催しています。その他、『ミクロの不思議を

調べよう』も始まりました。開催日は、第２・４土曜日、毎週

日曜日、祝日です。ご来館の際には参加してみませんか？

①『超低温の世界を調べよう』（11:00 ～11:30・２階休憩コーナー）

　マイナス196℃の液体窒素を使って色々なものを凍らせます。

②『真空の世界を調べよう』（14:00～ 14:30・科学実験工房）

　真空放電やネオン管の色鮮やかな光のスペクタルを観察

することが出来ます。

③『ミクロの世界を調べよう』（15:00～15:30・２階休憩コーナー）

　身近にある花の花粉や微生物などを顕微鏡を使って観察

します。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

飛
行
機
100
年
記
念

　
工
　
藤
　
富
　
治
　
展

〜
ト
レ
・
デ
ュ
ニ
オ
ン
号
と
航
研
機
〜

　
ラ
イ
ト
兄
弟
初
飛
行
か
ら
今
年
で
100
年
。

そ
の
歴
史
の
な
か
、
記
録
へ
の
挑
戦
と
冒
険

飛
行
の
華
や
か
な
り
し
時
代
、
郷
土
出
身
の

飛
行
機
製
作
技
術
者
・
工
藤
富
治
は
、
そ
の

真
っ
た
だ
中
で
活
躍
し
た
の
で
す
。

▼
１
９
３
１
年
…
ト
レ
・
デ
ュ
ニ
オ
ン
号

航
続
距
離
世
界
記
録
達
成
（
フ
ラ
ン
ス
・
１
万
３
７
２
㎞
）

▼
１
９
３
８
年
…
航
研
機

航
続
距
離
世
界
記
録
達
成
（
日
本
・
１
万
１
千
６
５
１
㎞
）

　
こ
れ
ら
世
界
記
録
樹
立
機
は
、
い
ず
れ
も

工
藤
富
治
が
現
場
責
任
者
と
し
て
製
作
に
あ

た
り
ま
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
や
ロ
シ
ア

革
命
と
い
っ
た
世
界
史
的
大
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
、
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
た
く
ま
し
く
生

き
抜
き
、
飛
行
機
製
作
に
情
熱
を
燃
や
し
て

い
っ
た
男
『
工
藤
富
治
展
』、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

５
月
10
日
（
土
）
〜
18
日
（
日
）

平
　
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
５
月
12
日
（
月
）
は
休
館
日
で
す

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館
展
示
ホ
ー
ル

〈
ど
ん
な
〉

・
パ
ネ
ル
写
真
展
示

・
解
説
パ
ネ
ル
展
示

・
飛
行
機
模
型
展
示
ほ
か

〈
詳
し
く
は
〉

工
藤
富
治
研
究
会

工
藤 
�

24－

６
２
２
８

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
も
あ
っ
て
『
ふ
れ
あ
い
広
場
』
も

３
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
す
る
方
が
よ
り
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
と
、
今
年
度
は
場
所
も
回
数
も

増
や
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
も

心
が
け
な
が
ら
、
月
３
回
の
開
設
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。

　
学
齢
以
下
の
お
子
さ
ん
と
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
ど
な
た
と
ご
一
緒
で
も
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
メ
イ
ト
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

５
月
９
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

水
源
池
公
園

５
月
12
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
月
20
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〈
詳
し
く
は
〉

出
崎
�

22－

３
０
９
７

小
川
�

28－

３
５
６
５

昆
�

23－

２
４
５
２

こ
ん
に
ち
は
　
子
育
て
メ
イ
ト
で
す

春
の
『
ふ
れ
あ
い
広
場
』
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
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４月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

49円

914円

4,107円

6,566円

106円

85円

価格の幅

45～53

 810～1,000

3,990～4,253

6,405～6,615

 102～ 110

 80～ 89

前月平均

（47円）

（895円）

（4,136円）

（6,572円）

（103円）

（83円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
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23456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901

催
　
　
し

�
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

〈
い
つ
〉
５
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
募
集
期
間
〉

５
月
１
日
（
木
）
〜
15
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〈
募
集
区
画
〉
50
区
画

〈
出
店
資
格
〉

　
個
人
、
団
体
、
商
店
（
会
社
）
等
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
出
店
料
〉
１
千
円
（
１
区
画
・
３
ｍ
×
２
ｍ
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社

�

22－

０
９
０
９

公
　
　
売

�

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

〈
い
つ
〉
５
月
13
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

※
午
前
10
時
以
降
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当

日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
に
な
る
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉
市
役
所
南
庁
舎
会
議
室

〈
公
売
方
法
〉
一
般
競
争
入
札

〈
準
備
す
る
も
の
〉

印
か
ん
、
買
受
人
の
運
転
免
許
証
等

身
分
を
証
明
す
る
も
の

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
３

福
　
　
祉

�

手
話
講
習
会

　
『
手
話
』
は
、
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。

　
あ
な
た
も
『
目
で
見
る
言
葉
』
で
あ
る

手
話
を
学
ん
で
、
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
と

心
の
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉

５
月
29
日
〜
７
月
31
日
（
毎
週
木
曜
日
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
手
話
点
字
室

〈
受
講
料
〉
無
料

※
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
850
円
が
必
要
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
ろ
う
あ
協
会
む
つ
下
北
支
部

杉
山
さ
ん
�

22－

９
６
２
０

　 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　
�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り
引

き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
・
冷
凍

庫
・
婦
人
服
・
田
名
部
高
校
制
服
（
女

子
・
身
長
158
㎝
・
ウ
エ
ス
ト
70
㎝
く
ら
い
）・

二
田
小
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ー
ツ
（
身

長
120
㎝
）・
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
屋
外
用

ブ
ラ
ン
コ

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局
（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

国
際
交
流

�

第
６
回
国
際
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
、

い
よ
い
よ
『
第
６
回
国
際
ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
』
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
私
の
両
親
が

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
み
な
さ

ん
に
会
い
た
が
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
国
の
ワ
イ
ン
の
味
を
見
な
が
ら
、

お
い
し
い
ツ
マ
ミ
を
食
べ
、
友
達
と
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉
５
月
30
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
３
階
催
事
場

〈
定
員
〉
40
名

〈
参
加
費
〉

３
千
円
（
前
払
い
）
と
ワ
イ
ン
に
合

わ
せ
て
み
た
い
ツ
マ
ミ
や
料
理

〈
申
込
締
切
〉
５
月
15
日
（
木
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
秘
書
課
国
際
交
流
員
　
タ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ト

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
６
３

ペ
ッ
ト
情
報
③

日
本
に
動
物
由
来
感
染
症
が
　
　

比
較
的
少
な
い
理
由

　
世
界
中
で
数
多
く
あ
る
動
物
由
来
感
染
症

の
す
べ
て
が
日
本
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
に
は
寄
生
虫
に
よ
る
疾
病

を
入
れ
て
も
数
十
種
類
く
ら
い
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
動
物
由

来
感
染
症
が
少
な
い
理
由
と
し
て
は
、
次
の

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
地
理
的
要
因
（
温
帯
で
島
国
）

　
日
本
は
全
体
と
し
て
温
帯
に
位
置
し
て

る
た
め
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
に
多
い
動

物
由
来
感
染
症
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た

島
国
で
あ
る
た
め
周
囲
か
ら
の
感
染
源
動

物
の
侵
入
が
限
ら
れ
ま
す
。

▼
家
畜
衛
生
対
策
の
徹
底

　
日
本
で
は
獣
医
学
領
域
が
中
心
と
な
っ

て
家
畜
衛
生
対
策
、
狂
犬
病
対
策
を
徹
底

し
て
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

家
畜
や
犬
を
感
染
源
と
す
る
動
物
由
来
感

染
症
の
中
に
は
現
在
で
は
日
本
で
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

（
ブ
ル
セ
ラ
症
、
狂
犬
病
な
ど
）。

▼
衛
生
観
念
の
強
い
国
民
性

　
日
本
人
が
、
手
洗
い
の
励
行
や
ネ
ズ
ミ

対
策
（
収
穫
し
た
米
を
守
る
た
め
に
）
を

と
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
日
常
的
な
衛
生

観
念
の
強
い
国
民
性
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

こ
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
次
回
は
『
動
物
由
来
感
染
症
の
伝
播
』
で
す

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

飼
い
主
の
み
な
さ
ん

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

　
毎
日
散
歩
す
る
こ
と
は
、
犬
に
も
人

に
も
よ
い
運
動
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
フ
ン
の
後
始
末
も
忘
れ
ず

に
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
敷
地
内
に
置
き
去
り
の
フ
ン
で
迷
惑

し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
マ
ナ
ー
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

（税込）
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これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

５月９日

５月９日

５月27日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後８時から午後11時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

角田整形外科医 院 � 22-7945

桝 　 田 　 医 　 院 � 24-2629

菊 　 池 　 医 　 院 � 24-1276

佐 藤 小 児 科 医 院 � 22-3828

北 　 村 　 医 　 院 � 22-2135

三 　 上 　 医 　 院 � 22-1011

☆　３日（祝）

☆　４日（日）

☆　５日（祝）

☆11日（日）

☆18日（日）

☆25日（日）

５ 月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成14年９月生まれおよび平成15年１月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

５月28日（水）
10:10～10:20

赤ちゃん教室（心の成長）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

５月28日（水）
13:10～13:20

10か月児健康診査

対象児は、平成14年７月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

５月30日（金）
12:40～12:50

１才６か月健康診査

対象児は平成13年10月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

５月16日（金）
13:00～13:20

２才児歯科健康診査

対象児は平成12年11月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

５月８日（木）
13:00～13:20

３才児健康診査

対象児は平成11年11月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

５月20日（火）
12:00～12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

５月の健康相談（高脂血症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が高脂血症ににつ

いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13:00～15:00

毎週火～金曜日
13:00～15:00

５ 月 の 献 血 受 付 日 程

★14日（水）

　　ＪＡはまなす農業協同組合 10:00～ 11:30

　　むつ市公営企業局 13:00～ 14:00

　　特別養護老人ホーム桜木園 14:30～ 16:00

★ 27日（火）

　　むつ市役所 10:30～ 11:30

　　むつ消防署 13:30～ 14:30

　　むつ総合病院 15:00～ 16:30

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
教
室 

〜
夫
婦
で
の
参
加
大
歓
迎
〜

　
妊
婦
さ
ん
と
、
そ
の
家
族
を
対
象
に

『
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、
妊

婦
体
操
と
お
産
の
補
助
動
作
な
ど
実
技

中
心
に
学
習
し
ま
す
。
歯
科
医
師
に
よ

る
妊
娠
中
お
よ
び
お
子
さ
ん
が
産
ま
れ

て
か
ら
も
役
立
つ
歯
の
衛
生
に
つ
い
て

の
講
話
や
、
希
望
者
に
は
歯
科
健
診
も

行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ
で
も
妊
婦

さ
ん
に
な
れ
る
『
妊
婦
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
』
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
体
験

し
て
み
た
い
お
父
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
緒
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

今
年
１
月
〜
３
月
末
に
妊
娠
届
を
し

た
方
と
そ
の
家
族
（
転
入
さ
れ
た
妊
婦
さ

ん
、
里
帰
り
し
て
い
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。）

〈
日
程
〉

・
５
月
７
日
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
・

妊
婦
さ
ん
体
験

・
５
月
14
日
（
水
）

自
身
を
持
っ
て
楽
な
お
産
〜
妊
婦

体
操
と
お
産
の
補
助
動
作
〜

・
５
月
21
日
（
水
）

妊
娠
中
の
歯
の
衛
生
〜
お
母
さ
ん

か
ら
の
贈
り
物
〜

・
５
月
28
日
（
水
）

産
後
の
過
ご
し
方
〜
お
母
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
心
と
体
、
家
族
計
画
〜

〈
場
所
〉

下
北
文
化
会
館
検
査
検
診
室
・
集
会
娯
楽
室

〈
受
付
時
間
〉
午
後
６
時
15
分
〜
30
分

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
２



( 2 8 )

４月19日（土）～20日（日）・芦崎湾の潮干狩り

　去る４月19日～20日の２日間、下北の春の風物詩『芦崎湾

の潮干狩り』が開催されました。

　あいにくの悪天候にもかかわらず、会場は例年と変わらない

ほど多くの人でにぎわいました。

　　『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
( 2 8 )
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